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正月二日の全圏放迭で私の述べ? こ随想を御聞き

lこなつに方は多いと忠はれるが、一般向きとは云

へ貧弱な内容と拙劣な表現で御耳を汚し? こことを

. お詫びせねばならない。しかしあれは短かい時間

に限られTこにめに、充分に要旨を愛し難かつ? ここ

とにもよるのであることを御諒承願ひ? こ〈、就い

てはあの終もに近い所で申し上げに 『建築 を通じ

て世の中の異質を求める 』 ことに就いて、こ〉に

些か補設し? こいと恩、ふ。

『翼賛を求めて生き右』ことこそ、人聞としての

最高な生き方であり、人が一般動物とi [ 別される

最大なものであると信す・る私は、民賓な生活に精

進し、真賓な荒土舎を作る Tこめの生活基本として、

建築が物心雨界にぜれほご' 霊太な使命を持ってゐ

るかに就いて、厳粛に考へ直す必要があると思は

ぬわりに行かない。

総じて人間出現以来の歴史は現代をも飽めて人

聞としての民貨に生きにものでな〈、寧ろその反

霊すを箆呈し? こ歴史の反覆に過ぎないことを悲しま

ぬわりに行かない。原始祉舎から文明置土舎へと向

上し? こ( と人の云ふ〉人聞の置土舎は、それによっ

て貧富強弱の差別をいよいよ激化するばかりで、

己れのにめには紳を恐れぬ虞傷、飽〈ことを知ら
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建築に員を求める

藤 島 亥 治 郎

ぬ食欲の裡に踊る探獄給各の癒え間 Tよい展- 開であ

っ? こ。そして建築も亦その目的を満足せしめるに

めの技術的婆術的な張主主であっ? こことを否めない

世麗な宮殿、威霊的な城廊、そして愚民に安債な

信仰を張いる Tこめの宗教建築がその大牟を埋め、

建築家は建築主の物愁感を満足せしめる? こめに材

料を撰み、構造を究め、美意識を極度に褒揮して

意匠を煉つ? こ。そしてその権力下にあってその人

7こちに何高倍かする庶民建築は原始性からそれほ

ぎに出ないま〉に、貧しい生き甲斐のない生を詮

るの他ながつにのである。

その点に於い'て建築史が今までに教えに所にも

事大主義的な錯誤があっTこことをも正直に認めぬ

わりに行かない。元々建築史が様式と名〈ブげる造

形意匠の探索から始まり、その美の最高なるもの

を具体的に遺待から求めようとしに? こめに、自ら

様式の代表的表現をなしに富拐、階設の建築を封象

とせき「るを得なかっ? このであっ? こが、透形意匠の

根元をなすぞの背景の摂究に於いて下唐民の貧し

い家のあつにことを忘れてゐ? こことは誤りであっ

? こ。しかしそれらはこの皐聞の現在の目的が様式

を捨てないにしても、皐者の聞に多少の具設があ

るとは云へ、その大勢に於いては 『様式』が康義



の意味を持って来て『建築のその世の在り方』と

同義語となり、その? こめに封象が遺構以外に文献

lこ求められ 『師ら れ? こるもの 』以外に 『飾 られき'

る』住宅その他に向げられ、否、ぞれよりも熱心

に 『生き ? こるにめに建築をぜうしにか』の問閣に

就き、特に住宅史にカを注ぐ人? こちがタ〈なっTこ

ので、十敏年前の建築史とは少〈も一部の事者閉

じは異つ? こ形に於いて新らしい建築史が述べられ

て来Tこと信令るのであるが、それにしでもなほ考

慮の足らぬ所が非常に多いことを認めぬわりに行

かない。

とにか〈過去数千年の、 1羊の東西を通じての、

生存慾の? こめの、更にせ' い滋にも死後にも永〈記

念せんfこめの、ぞれらの『准麗堅聞なる』建築を

遺ること、まにそれ・を良い槌食としてそれを設計

謹後することによって自己の生存慾の減足をも計

らうとし? こ建築家の心構へは、果して民貨な人生

を怠るものであっ? こであらうか。

もちろん西洋にあっては十五世紀の文益事復興以

来、日本に於いては十七世紀の町人文化以来、自

己主主筆の意識が燃えて、商洋にあっては早〈も封

建制は溺れ? こといふ。しかしそれは自党のカが賓

カに充分伴ひ粂ねTこものであっ? こ。西洋にあって

は城主や数主に代る資本家が富と権力を盤衝し、

日本にあうでは極端な封建下に町人がひそやかな

自由を享楽し? こに過ぎないものであっTこ。

その時代と現代と、果してぎれほさ' の差がゐら

うか。共産国家ですら一種の専制闘家主義に傾 き

高民主義の賓を何時の世に結ばうとしてゐるので

あらうか。まして闘に民主主義を標傍する日本が

その指導者階扱から-しでも今のやうな物慾と様慾

の犠( じとなるに至つては、果して良い圏家は何時

のt止にかできることであらう。

私は共産、民主等々の主義に是非の論議 をし? こ

いとは思はない。それよりもそれらを超越しに『

人の異質への絶えない歩み』こそが、この悌設の

正に末法のt止を軍事呈しf こ先J ¥. 態を正しい人の世に戻

して〈れるものと息、ふ。その Tこめには偉大な宗教

家の出現も望ましいことかも知れない。

すべての人が正常な民賓への歩みを始めるとき

建築は始めて民賓な本来の使命に立古遁へるであ

らう。建築の抜何も欝術も、今までのやうに一部

利得者の fこめでな〈、湾人享利のために捧げられ

るであらう。大ピ J レデイングも大工場も高人を均

しく鱈Iます? こめに作られるであらう。そしてあら

ゆる科書善的な設備もあらゆる住宅にまで、大なり

IJ 、Tより備へられよう。住宅も階級や貧富による大

小でな〈て、家族数に臆する大iJ、とならう。そし

て衛生的で伺利 Ｑ ｩＮ緑林事ｾ｜市や文化村落の連結する

ものとならう。技術の護連a の結果は高. 層建築の林

立は今以上にならねばならぬが、ぞれは在来のや

うな定味を離れ、新らしい象徴とならう。

機能に忠貨なればこそ建築の良質は行はれる、

と、同じやうな考へを歩tf 人は云ふ。それは正し

いことでゐる。もちろんその機能は現在の人キの

生活機能を充足することである。しかし、その生

活横路が現燃のやうに物慾主義によるのならば、

建築は依然として改まるまい。それ放に機能主義

者は、? ごからこそ建築からそれらの封建性を追放

して民貨なもののみによっTこ構築を行ふのt: とい

ふ。その理論にも敬服する。t 1 れ 5 も、論者がそ

の論に忠貨なゐまりに、全〈機能以外のものを認

めない結果は、些か精神的な面を失ひすぎはせぬ

かと恐れる。唯物論的な蹄納に於いては是の結論

にならねわりに行かぬでゐらうが、唯物論のみが

人の世界でないと信する私は、唯紳論とまでは行

かすとも、感性の世界にも多大な関心を持つもの

である。

ぞれ故に封建思想の所産である故にとて床の間

を敵視する様な言動には出ようとしない。床の間

の護生動機や張透過程が如何でもあれ、それは室

の構成に心の安佐の場所をなすものである。心の

生活も人の生活の大切を要素をなすものであるが

放に、床の間の現紋が封建的であり、ぜい濠でゐ

るならば、高人共に心から楽しみ得る民貨な心の

安住所- にと新らしい工夫をすればよい。床の間に
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代る棚の上の花瓶の制度にしようとするのもよい

ことであるが、それには床の間 Iまさ'の洗練味カ t ほ

しい。作J 放なら最高の審術は至高の心を養ふので

あるから。

とにか〈機能論者の至純な主張は主主いことであ

るが、些か過ぎに所がなからうか。主張の通りな

らば、生活の他の部門に於いて、も共調して同じ主

主長を責現せねばならない。即ち食事は調理に味を

付 り 色 h 添へるに及ば今、極端に云ふならばカロ

] J - 充分な丸薬 で よ い 衣 服 は 最 も 機 能 的 な 無 色

の制服でなりればならないのである。

私は物理的な機能と共に心理的な機能をも併は

政 治 ;

，ロ :

一 -
j 家 :

:の 堕 落:

浅 田 敏 章

政治の貧困 k 云ふ使ひ古されTこ言葉がある、此

の言葉は従って至極陳膚ではあるが然し遺憾なこ

とには未亡に使用償備が少しも減退しないのみな

ら令反って其の必要を高めて居る現炊である。な

せ' 政治が貧困なのか、政治が貧困化するのは勿論

立祇な政治家がないことに起因することは云ふま

でもないことではあるが、政治の事務化がもう一

つの主な康因である。

政治と事務との相遣は誰し 1も漠黙と心イ尋て居る

し政府も亦殆んさ' 常に事務官の外に政務官を置い

てゐるが、政治と事務との相違や政務官を特に置

く必要は一般にも充分認識されて居ないし、政務

官自身もはっきち自受して居ない。

元来政治と事務とは全然別個のものとして剣然

主区別することの出来ないばかりではな〈、事務
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せて始めて人間らしい異質が行はれることを主聾

する。これに今の世に欠げ? こるものは心の貧困で

なから 3か。これを救ふTこめにも建築に底資な努

力を捧げ、建築家が世人の慾念のま〉にならすも、

宗教家に均しい祭持の元に動いて行〈ことは、果

して痴人o夢であらうか。人こそ笑へ、少〈も私

はその気持t: t 1 は捨てぬつもりである。〕人t:ld

でもそのつもりなら、ぞれて り世の中もよ〈なる

との自信から。そして舎で私の説んて 『ユ トーピ

ア，ij の世界を夢みつ、、? ことへそれが何世紀か後

に来ようとも悔いぬつもりなのである。

( 筆者・東京大事Eエ与部敬授)

がなりれば政治は行はれないのである、政治が事

務化するのも無理のないことである、然し事問的

な難しい理論は別として政治の本質は位合生活の

統ーと改善とにある、そして如何にして祉曾生

活を統一し改善するかと云ふこと が所謂政務であ

り、此の政務を賀行するのが所謂事務である。慮

が社合生活が近代化し復雑化する程職能が専門的

になる、従って全体を忘れ7二部分的な事務が横行

して事務家が巾をきかす様になる。即ち政治が只

皐なる形式的、機械的な事務の競合に堕し、官僚

のセクシヨナリズムを生み殻念なことにl f { : の政治

は死んで了ひ麟ちである。史記本俸に衣の犠な考

へさせられる問答が載ってゐる。

孫子と並び構される支那第一流の兵家央子は説

の文侯に重用され? こ名将である、文侯が夜くなっ

て閣内物情騒然? こる時彼は自ら宰相になる ζ とをと

ひそかに期待して居Tこ、庭が国文が宰相になっτ

了つ? こ、内心納まらない英子は途に或る日国文に

詰問しに。

英三軍の勝となり、兵卒をよろこんで死に赴

かせ敵園をして我闘を窺はせぬことにかｾ

てはさ' ちらが適任亡。

回 君 に l kばぬ。

央 官民を治め財政を究費させることにかげで

はぜう 1: 。

閉 それも及ばぬ。



央諸外国を操縦する外交手腕にかりでは' e _ ' .う

r:: 。

国 ぞれも及ばぬ。

央 いづれも自分に及ばすして芭' うして君は宰

拐になって居れるのか。

国 それでは尋ねるが主君が若〈、閣を拳げて

不 安 で 、 そ の 上 に 大 臣 遣 も し つ ¥ 9せ令、

政府に民衆の信頼の 7μ 、此の重大時局に宰

相の大任にはご' ちらが適任r:: らうか。

呉 や は り 君 で な り れ ば な ら な い 。

此 の 問 答 に よ れ ば 央 子 も 唯 の 武 将 で は な 〈 て 仲

々立波な政治家である、然し国文に較べると事務

家的な民主が多いことは確かである、政治家には結

局才智や線建より毛得、望や見識が大切である、政

治家は事務家と遣って才能や練遣の土? こるに止ま

らす・飽〈迄出来上つに人間でなげればならない、

酒 と 女 で 身 を 滅 ぼ す ど 俗 に 言 は れ る が 、 酒 や 女 の

誘惑はま r: 罪 の な い 方 で 利 権 や 名 春 、 権 勢iまぜ人

間 に と っ て 魅 力 の あ る も の は な い 、 恐 し い 事 に は

」比の利権や名若手、穣勢が政治に平野接に結びつL、て

女 パ リ の 改 造 *

ナポレオ ｹ 三世がアムの牢獄にあってＮその砲兵ｾの

歴史を線みつつある問に. 既にパ P の' d I C症が彼の夢にあ

ったととだ。直ちに市と図書長との協調のもとに， j 1グオ

F 街の識者! l l 宇、さらに多〈の新街路の開設の昔十普が， 18 

4¥1 年に着手され. ホスマ y がパ F に宇ってを? とと量に

は. ナポレオ y は既にストラスプールの際揚を完成し.

高島絞湿りを開践し、 9 ゲオ 9 街の新らしい節分のヱ事を

準めていた。

そとで. ナポレオ y によってセーヌ際令に任命せられ

たホス' V : / は、主主に始めてパ JJ i ! 主建に手を染め? と。最初

拡先づ精確7ょパ p の地国が必要だったので. 直ちに高い

足揚の塔がつ < bH. ，淑q震がなされた。之によワて土木

宇建築の技術者建がいろいろの計衝を進めていった。ぞ

れらの経費は. 入市電車宇、市公債宇、図E草の補助でまか

なわれたのである。土地宇建物は牧用され. 著書室家は耳克

P とぼち. 新しき家屋と. 立振な鮪袋苧照明宇上下水道

の備った街路とを害事痘するために、豆額の錆負契約が次

ゐるのであるから図家のｾめとか公僕とかＲｦ生さＧ

れほさ' 立汲なことを口にして無慾振っ て も 一度 政

権 を 取 る と 直 ぐ 墜 落 す る 、 こ の こ と は 繰 り 返 し 見

せつりられる事責で、道元蹄師が名利は大賊なり

と喝破され? こ通りである、政治家はこんな恐しい

誘 惑 に さ ら さ れ て 居 る 上 に 悲 ろ し 〈 多 忙 で 訪 客 や

食合の筑め時聞が足らない1愛情で自分の時間がな

い 修 養 の 時 聞 も 反 省 の 時 間 も 皆 無 と 言 っ て よ い

こんなことでは民の政治家が出来る道理がない。

只利己的打算に汲キ fこる政治家が徒に増加し政治

家の堕落するのも首然の話である 、 燃 し乍 ら こ の

ことは無理ははないですませる様な小さな問題で

はない、政治家の堕落 iまf 閣 民 の 不 幸 は な い 、 関

民 も 政 治 家 も こ の こ と を 深 〈 反 省 し て 是 非 と も 政

治の権威と名春とを回復し? こいものである。

政治の善悪は園芸反の運命を左右し、百| いては世

界史の進行に重大な影響をも奥へることを真剣に

考へ直して見Tこいものである。

( 筆者・南海軍E銀総遁株式合軍士監査役〉

からヲたへと結ぼれた。立 j段な市際舎や政府の建築物がで

量上り、多〈の隠舎宇寺院が生まれた。か〈て幾年も幾

年も仕耳容は綴綴されていったが， 18何年に至百ナポレオ

y 政府の宣告後がをたと告には. まだ多〈の計書館が残され

てしまった。だが一旦、2 J ' 和克復を見るや. 再びi [ ( 業は

新手によって継承され、 1878半 7 ラ: / ; ; < . が大博覧曾&開

けて全世界を招待したと主には、パ 9 は会〈その面目を

一新していた。

〈エんパ ート. ピーツの P ホウスマ y 侍H より〉

悲 喜 安 藤 組 大 阪 支 庖

大阪市東冨高箆橋四丁目三五番地く第一どノレ〉

電 信 北 演 ( 23) 3888 ・爾烏 ( 45) 1236 ・3fl 31l!'

本枇・東京都千代国富永田町二丁目一番地

君主音吉( 銀座〉 δ&) l - 58o5

支 活・名古屋・仙台・属・岡・脊霊長・害事岡

出張所・水戸・車重弁世事・頑弁・京都・高松・山口
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形 而 上 率

三 建 築

大 原 綿 一 郎

大林芳郎君から 『建築と社合』の fこめに何か容

範な随筆をと云う話があれ私のような建築の科

事や建築の美皐の専問でないものに少し無理な話

てと恩つ? こが、なげに御希望にそな〈のもぜうか

と思って拙文を綾つ? 二次第である。気軽な肩のこ

らない随筆と云うものは余程の練達、主主識の士で

なりればできないことなので、私な 5 のなしうる

ことでな〈、まに今日雨箆をしのぐにさえ事依〈

人の 多いとき 、少し〈一般の時代的焦点を離れに

問題のようであり、あるいは編集の方針にそわな

いかとも恩われる が、好意と御理解をもって御寛

恕をい? 二三き? こいと思う。

客視的な存在、法則にし? こがって巡り動〈自然

と、主罰的な生命と意志によって動き行〈人間と

一見質的に異なるがしかし同時に現'質的に共 1子し

力いる二つの世界の聞に、この南者を結び合わせ

休系づげる? こめのあ〈ことなき努力が人類の文化

史を通じて一個の聖なる永遠の課題に封するがご

とき 巌粛さをもって績げられてきにことは我今に

とって忘れることのできないこと である。哲撃者

形而上事者逮 は この二つの世界; の綜合的、統一的

、一元的解躍のにめに様 々な思想の建築物を創 り

出す f こめに砕身の精進を積りてきた。

時に自然に f噴き、時に人間中心に動き、あるい

は自慰や人間以外の第三の存在に頼りなさ' して流

れき fこっTこ人類の思想、の懸史はま に一個の思想建

築の歴史であっ fことも云いうるであろう。

しかし地上に住む人類は、哲事者の思想、の構築

のみに自黙と人生との聞の秘平野の解決を記してい

6  

? このではなかっ? こ。現責に日々の生活のうちに、

意識するとせき' るにか〉わりな〈、人妻買はみつ' か

らその解答をみダからの周謹に書きつらねながら

生きてき Tこのである。思想、の建築ならぬ自に見え

る形而下的建築自体がその解答であっ? こ。建築こ

そはこの永遠の課題に射する言葉なさ庶民:の哲撃

の表現に外ならなかっ? こ。

人類は現賓的に自然と人間とのあ b のま、の赤

裸キな開係のみによってその生をさをうすることは

なつかしい。自然といえぜも宇宙の麗さに比し地

球は極小の一天体であ tつに。しかも地球主のすべ

ての地が人間にとって生. きうる環境ではなかっ? ご

人類は地球上tこ生きうる地域を求め夜見しまにそ

れを開拓しf こ。土木工事を通じ自黙はー唐人生に

接近することができ? こ。他方人聞の側からも自然

との直接交渉の上に立ちえ? こ時代、すなわち天然

の呆貨を食し樹間洞窟に限る限られに時代から、

耕作し衣服をまとい道具を使うことをはじて、自

然への援鏑と交渉は漸時深さと居室さを増していつ

7こ。

南者の接近が合致するところ、そこに建築があ

っ7こと思う。建築は自然の開拓や耕作 と云う.には

余 b にも人間の澄りあげ? こ造形物であち、人聞の

作つに衣服道具なぎのごとき身休の機能の延長と

考えられる物に比すれば、ぞれは一個の自然に類

する、内に生一き住まう環境であっfこ。そして建築

はさらに集圏となって村落となり都市を形づ〈り

つ〉、そこに自然と人生との形而上率的援鯛と閉

じ〈、現賓の自黙環境と生活自体の接鯛結合を形



戒し設展せしめていつに。しかもそれは重章ある

建建物であっ? こがゆえに或程度の科率的知識、そ

れは経験的知識を出芯いAA態であっ? こにしでも一

定の正確さをもっTこ知識の存在を前提 と.しなりれ

ばならなかっ? こ。そこには草なる本能からの股却

があっTこ。か〈して建築は本質的に自然 と生活と

科皐との綜合であっTこ。それは近代哲謬の もつ宿

命を既にその原始の第一歩から捻って進んでき Tこ

ものであっ? こ。

建築がか〈文化の綜合的所産であり 、多元的な

もの〉一元的なものえの具体的貧際的統ーである

とすれば、建築ゐ償慨は自然、生活、科事の三者

の調和 と融合が如何に美しい一個のスタ イルを創

りあげているかを見て判断されるべきにと思う。

統ーとか綜合とか去うことはロには言うは易〈、

責現は歪維のことである。おそら〈多〈の建築物

の廃史はその三者の調和の歴史でもあると共にま

すこ不調和の康史Tこる他の反菌をも 否 定することは

できない。特に日本の現代のごときは最も不幸な

事例の一つであろう。直接経済的理由に制約され

ることの極めて大なる 場合以外においても、この

三要素に封. する思想的混乱、趣味的逸脱が不調和

の因をなしている事例もま Tこ極めて多い( 特にい

わゆる代表的建築 といわれる 程類のあのに〉 。日

本の病弊がその雨者を兵衛しているとすればそれ

はその悲劇l を二重にするものである。

ー人はかつてフラン久中世のゴシックの聖堂を言

葉の限りをつ〈して読めに〉え? こロダンの手記を

思い起すであろう。ゴシックの建築は嘗i待の段階

においては宗教の媒介もゐって、自然、人生、科

書喜の三要素は比類な き調和のなかにあつに。その

材料、構造、配置の設計を通じて示されに厳粛に

して優美な諾調は今日においてもなお人キをして

仰ぎ讃えしめるに十分なものがあ る( 更にさかの

ぼって南関的知性のもとに総〈ペき一つの調和を

賓現し? ニギリシヤの建築に闘しでも同じことが云

いうるであろう〉。

中世のかがやかしい調和も人類がみづか ら招〈

進歩と稿する歩みによってふT二、ぴ崩壊をはじ功

? こ。混乱と怒意 t が公然と潤歩して濁警が近代の

世界の風潮 となっ? こ。調警は調和より誇張を主主ぴ

みづから知ら十しで醜悪に堕してしかもな.;to"人身

は自負と陶酔とを失うことはなかっTこ。思想上の

混乱と経済上の動搭とは共に現われてま? ここれの

原因となっ7こ。

生活を過大評領するエゴイスト遣は自然は自己

に隷属すべきものにとしてその崎型的統一のもと

に機力主義的な建築を設計し要求、しに、そしてそ

れは豪華で脊怪な悪趣味を生ん1 ' : 。バロヅコ建築

の物キしさはその種類のものであっ? こ。

自然のみを偏宣して人聞を無限小におしこめ? こ

東洋の思想、は茶室のごとき創作をも生んでが、や

がては構造を忘れに識弱な風流に耽溺する自足袋

文化に費質 して自然をもてゐそぷの風に堕してc、

つ?こ。

科書喜寓能の機能主義者逮は新しい構造を生ん

で。が同時に自然と人間ω多彩な生命は抽象的政

理法則の中に消滅してしまっTこ。コルピジエの亙

流はこの錯誤を犯すものであっ? こ。

現代惇スタイルを失つ? 二時代である。ファッシ

ヨンショウな ぜにおh、てなされるごとく聞に・合は

せめ流行に一般の開心をつないだおく以外に時代

はスタイルをもってはいない。商策はあっても文

化の根深いスタイルをも? こない時代である。

特に生活様式の念療 と経済的図書官の襲来を同 時

に受りている日本の現故にとっては、困難はほと

んぎ致命的であるかにも見える。

しかじ他面多 〈の建造物が破壊泊、減 しに、 E受撞

に? こっ日本である。すべての建築に理 患 を託する

ことはあるいは離しいかも知』れないが、まにさら

に多〈切支・な住宅問題 を目前にひかえている時で

あるが、それにしてもなおみづからのスタイルを

創遣してゆ〈遣が経夕、となっ? こわりではない。限

られ? こ狭き門を通じて ー{ 聞の民族的停統のうえ

に立つ日本の建築が、日本文化の正統の輩展の背

骨となって力強〈夜展して行〈ことは、日本のj l : i :

の文化的復興の震に不可般の僚件であると想う 。

( 筆者・倉数綿織捻会合軍士社長〉
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稀代の批評家 サント・プーヴは作家や詩人に

ついて『作家という者は草に純粋の思、緊を以てす

るばかりでな〈その血液、その筋肉をもって創作

する人キゼ。それ故、作家は後人の想像以上にそ

の肉体を過勢させる』と語っている。か〉る見地

からフ. ランス知名の作家、詩人、哲人、所謂知的

卓越者を歴史的に 5 っと眺めわ tこしても、バスカ

} t ，. 、ヴオルテー. J t ，. 、} t ，. ソー、モーパツサン、フロ

オペエJ t . . 、ゾラ、ユイスマン、パルザツク、ドー

デ、ボード¥Y - } し等には震い意味ですべて異常性

、格者乃至精神病負ー者であっ? こことはフランスのモ

ンベリエ大事の盤撃部教授故グラツセ博士が夙に

説いているところである。

きて「悪の筆」の詩人ボードレール( 18 2 1 - 1 8 6

7) は麻痔症でこの世を去っている。この 『新 ら し

い戦懐の創造者』紳秘家であり快楽見であり殊に

分析家であっ f ご彼が1860年に痴呆の殻初の設作に

見舞われて 1866年 1 月、神経病の珪イ乍は袋々頻繁

とな句同年三月ナミユールの地に遊びサン J レウ寺

院の輪免の美に打れてい f二時、張作的に石段の上

lこばっTこりと倒れてしまっ? こ。るの時すでに脳に

費調を来し失語症が伴うていに。立合つTこ密師は

右側牟身不随と脳軟化症と診断を下している。

8  

ボ ー ド レ ー ノ レ

と

色 硝 子

林 和 夫

彼は阿片ゃっ向シツシユ昂奮剤を濫用し煙草、酒

はもとより遁飲、感覚中植の悪化を伴う? こ異常喋

受の持主であっTこ。腐屍のま日き悪臭に近いものを

最も墨惑的な香りとして快感にそ〉られ、喚交の

昂奮は彼に孫、い想像力を奥えるのであっfこ。

ところで、現代建築の材料として硝子の用途は 1

極めて度〈美撃的にも衛生的にも申分がない。 Tこ

Y 客間や化粧室の硝子の濫用や不用意な婆見の取

つりなさ' は却って、デリケートな人キの心を苛立

Tこせるのみであち場合によっては次にのぺるボー

ドレールのやうな気狂ほしい迄の結果をひき起す

かも知れない。克も、ひとが一度巴里のサント・

シャベル寺院の内墜を飾る多種多様の給ガラス窓

を眺める時、ボードレー凡ならすとも、その美し

さに我を忘れるのである。一色ガラスと惑第一こ

んなテーマでボー y レールに陪筆を求めんとし

ても今は亡し、 Tこま彼勾書き建しfこ『悪い硝子商

人』を縄とかれよ、彼が如何Aこ巧みに自己の『神

経質的諮龍、明ヲ刊を表現しているか驚かれるで

あろう。

ボードレー Jしは陰慢なもの淋しい v 倦怠のにず

中にあづで、イ旨J かしら大きな、義ーキしい、パツと

胸のす〈ような行動がしf こ〈て? こまらなかっ? こ。



窓を開りるとすぐ、硝子資りの調子外れの金切撃

が彼の居る部屋まで下からきこえて〈る。その時

金 t 語の分らないことてが、この哀れな男に謝し

て整作的に横暴な慣悪の念I にかられるのであっ? こ

彼はこの商人に、自分のところへ登って来いと叫

ぶ、そしてそう叫んて瞬間には何かしら俄快でに

まらな〈なって《るが、又、考えてみると、自分

の部屋は六階の高さじあるわり亡し、そこまでの

階段は極めて狭 t 、奴さんが登って〈るのにきっ

と難儀をすることてろう、あのこわれ易い商受道

具をあちこちの角にひっかりることであらうと想

いをめぐらしていじ。が聞もな〈ひょっ〈り件ん

の硝子商人が彼の前に現われに。ーボ戸ドレー) 1 . -

は積りて云うー

そこで侯はま又の所持しているガラスを一枚一枚

仔細に好奇心をもって調べてみに後で奴tこ向って

こう云ってやっ℃。

『何? ごい、お前は:色硝子を持っていないじゃない

か、普葎色、赤色、青色、縁色、黄色のガラス。

それに魔法の板ガラス、極楽の窓ガラスをナア。

お前は何という厚かましい野郎亡、この貧民簡を

よ〈も国々し〈のして歩〈が『このλ 生を美し〈

見せて〈れるふ色ガラス』一枚も有っていないじゃ

ないか。こういうなり、彼を階段の方へ〆ツと押

しやタ七。プウプウ云いながらよろめさ顕き花や

がてスゴスゴ下 bて行つTこよう亡。僕はパ J レコエ

に走 b寄 b、花の挽いている小さな植木鉱石と手に

とるが早いか、 ｴｊＮＮ �＾ 大ｾ闘の出口 ｴ こ再び養を現わ

しT二時、ま又の硝子背負の肩嘗の後方の縁にそいつ

を垂直 iこボツーンと落し? こ。まさし〈遁中。奴は

その打撃を喰って仰向げに顕倒し? こ。その瞬間こ

のみすぼらしい行商人の全財産は奴の下敷となっ

て粉微塵。そして侯は儀袋、忘我、夢幻の心理欣

態になって、精神錯鋭、怒り狂って、その男に向

って、『美しき人生、麗かな人生』と夢中に叫ん

でやっ＿こ ｯｾ t 。

この整作的 rj 瞬間に彼は 『無限の享柴』を感じ

Tこと企言している。

近'代持惰詩を開躍しfこフランス最大詩人ボード

レ戸 J レの如き知的卓越者が不幸にして精神病質者

であっ? こことは否定すべ〈もない。然し彼が色ガ

ラスの美tこ謝して有つTこ異常な感受は別として、

われわれ2 f 凡人も乍色ガラスと室内装飾』につい

て今少し〈工夫を凝してみにらぜうであらう『美

しき人生、麗かな人生』を主主る? こめに一。

( 筆者・大阪外事専問事校数授〉

。 。 。

池 田 建 設 顎 大 阪 支 応

( 奮株式曾祉池田組大阪支庖)

大 阪 市 北 直 茶 屋 町 十 番 地

電 話 豊 崎 ( 37) 1101・1114・1549・12帥 呑

本 軍 土 ・ 東 京 都 中 央 直 京 橋 一 丁 目 五 客 地

支 広 ・ 名 古 屋 ・ 稲 岡 ・ 仙 台 ・ 札 幌

出3lJ!J i 京 都 . ff. lt 戸・新宮・富山・岡山・立J l t ・

. 沼津・清水・償讃・後須賀。小牧・千葉
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住宅難の一つの問題

私は大阪市の事務事業に釣する市民の意見や、

苦情を承って、この撃を市政に取入れていくこと

を主な仕事としているものであるが、建築の技術

方面に闘する市民の撃は殆 5 無いと L、ってよい 0

7こかにか新築の市後住宅には入つTこが、早や雨漏

りがしているといつに程度のものである。しかし

住宅難を訴え、 E鵠 IJ 整理の促進乃至異議を述べる

穫は非常に多い。これらの問題は世間でも張い関

心が持? これ、まにその針策は図家的にも重点が向

りられ、都市もその解決に躍起となっているが、

世聞で殆さて問題とされて居らす¥しかも深刻な住

居問題と目すべきものに、腐朽その他の原因のｾ

4こ危険に瀕している家屋の問題がある。これは職

時から引槙き、資材その他貸家採算等の関係から

家屋に滅足な補修が加えられていないこと、焼失

は菟れTこが爆風を受りて損傷し? こ家屋が相官多い

ことによるものである。こうして通常ならば狐狸

の類い以外は住まないといえるような、傾いにあ

ばら家をへ住宅攻勢に鴨えぐ人身が生活の後み場

所としているのである。いはゆる健康で文化的な

生活とはおよそ縁遠い、しかも生命を脅かす危険

が現とにのしか〉っている恐怖の生活が、来る日

も来る夜も皆、まれているわりである。

こういつに家屋倒壊の危険は、既に現賓となっ

て現われているのであって、昨秋以来大正直では

ニ件にわ fこって家屋が倒壊し? こことが報道せられ

て居り、公聴課にも、旭直の人が、隣接の長屋が

三十度も傾斜して自分の家にも fこれか〉り 、危 険

で仕方がないと相談に来? こので、府建築背sに連絡

して、各戸仕切の小屋組掠木下に、斜め方! : : J : を補

強するやう懸念庭置を申渡すと共に、市街地建築

物法第十七僚による修繕命令を設する手棋をとっ
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野 口 美 雄

てもらつになゴの事件がゐつ Tこ。

この危険家屋の問題を大き〈抱えこんでいるの

が此花区方面である。昨年十月、此花警察署長か

ら昨・遣があっ? こが、それによると、管内住宅の大

多数が腐朽荒療の危険があり、そのうち百五十戸

は使用不可能で、附近住民の燃料採取場となって

荒れるに任されている外、三十世帯ばかりが、倒

壊寸前の危険極まる家で、毎日不安の生活を塗っ

ているが、住宅難で轄宅もできす・、叉退去命令も

出せないから、 T官製、住宅を貸してやってもらえな

いかというのである。

われわれとしては、問題解決の困難性を直感し

? こが、取り敢えすも大限府建築部、市民生局、直役

所、警祭署、地許市民代表者の参集を求め、現地

E見祭を行つ? こ上封策協議舎を開催し七。現場に臨

んでみると、作J れも四戸五戸と績い? こ長屋建であ

るが、爆風で波打ち散命Lし? こ屋根瓦は、ほとんさ'

ぞのま〉かと患、われるものもあち、値い? こ: 長屋と

長屋を支える支柱が四、五本路地を跨いで懸けら

れ、その下を遁与のもピクピクしなげればならな

い有様である。屋内をのぞ〈色、用を気さ 7れ、障

子、襖は取携はれ、領ぃ? こ鴨居の下で四十位いの

おかみさんが獣キと針仕事をしている。隣の六十

才ぐらいのお宣告さんに聞いてみる色、二十年もこ

〉に住んでいるが、別にこの場所が離れられない

事情のあるわりでない。家さえ・見つかれば、 f こ

えでも移 91こいと居、うが、それも近頃はあきらめ

ているれ、 う気の毒な話。家賃は差配が取 b に〈

るれ、う家、全然取りに来ないという家もある。

こんなに危険なボ ロ家でも家賃をきちんと梯うと

いう、 律気さというか、住宅難の現賓の姿、家賃

もとらす・まるで放榔してしまっている家主の投げ



やりの気持か感じられる。中には、階下の監がす

っか り落ち 、床板や膝板が完全に制ぎ取られ、桂

Tごりが残って 、丸太の支往が縦横に相官頑丈 に施

されている が、階下には誰も 居住で さす、 ご 階 i二

十数世帯が住んで居り、まるで南方の樹上家屋、

北方の氷上家屋を想わすような家もある。

懐然? こる現場を観察してその蹄主主、 E主役所で針

策を協議しTこが、地許側から民創な希望や意見が

出され? こ lこ封し、賞局側には、卒直 lこL、ってー沫

困惑の盆気が流れ、この問題を打開しようとする

積極的築協の現はれなかっTこことを認めざるを得

なかっfこ。地許則の意見としては、これらの地域

lこ住んでいる人 身は貧困者が 霊長いから 、家賃の低

廉な厚生寮に引取る方策 ｾＱ こてること、そのｾ

に、 E王内験災小謬校で、未にそのま〉凡なってい

る校合を改装すること、特に危険のさし迫つに家

屋に住んでいる者を、平念に仮設牧容所を設置し

て之に引取ること。相蛍の牧入があり市後住宅入

居の希望める者はー現に申込をしているものが五

世帯あるー抽畿によらす、優先的に貸奥するこ

と。 修繕可能のものには資料ーを提供すること。危

険家屋から現居住者が一旦者退いても、直ぐにま

にそ のあとへは入，りこな: 者が出るから、市街地建

築物主主による立退命令、取致命令を設して、完全

にその取締蕗置を講すること、なさ' が主なる意見

であっ ｔ こ。これに封して宮周 ｾｾ リカＧらは 、 厚生寮の

設置は 、市調自のカでは財政上困難で 、大幅の園

庫補助を得る必要がありその賞現は容易でな い。

現在の市設三厚生祭は作ｾＨｌも ｚ 皇室な〈、入室後相

嘗程度牧入を得てt予慌て いる 人々には、退去しても

らうよ うに努めてい るが 、居坐り組が多〈 、な か

なか埼があかない。しかしできる Tごり更生者の退

去を 求めて 、これら の人身を牧容するように努力

してみよう。倫仮設牧容所は 、す ぐに 不良住宅化

して、困難な別個の問題を惹起するので 、この方

法は取りに t ない。話回になっている校舎は、低

地に在り、歴々浸水して住宅には不向であると、

何れも八方塞がりの悲観的論議であっTこ。次に市

管住宅の優先貸付に付ては、建設省の抽銃一本槍

の指示の次第もあり困難であるとの否定論が出?こ

が 、それは余ちにも イージイゴーイングの逃避論

であると論議沸騰し、結局府建築部の提案で、市

街地建築物法による立退命令の出Tこものには、今

後本省との交渉次第で、優先貸付の可能性がある

から 、こ の交渉に努力する t いうことに落付いに

修繕安材の提供は 、こ れは貰施できるとの確約が

なされ 、最後に 、立退乃至取盤命令は 、住宅難 の

現欽からいって簡単にいかす、このヂレシマは、

或る程度住宅の裏付りを待? こねば解決しな いてろ

うと、誰でも認、めさ' るを得ないことになっTこが、

公鎖、住宅の建築の進行と院み合せて賢施して行り

ば、除々ながらも ;解決して行〈ものと考えられ る

かよ三にこの協議では 、直ぐに効果的な手を打

つというような成果は得られなかっTこが 、事 務的

な面でこの事態を緩和できるものは、一つでも 取

上げてゆき、更に今後この府市連絡合識を櫨積し

て危険家屋の問題乞協議し、解決に努力する こと

になっ Tこ。このことは今迄忘れられていに、とい

うよりも問題解決の困難性の放に、一隅 iこ押込め

られていに危険家屋虞理の問題に立向う気運をも

Tこらすことになっ Tこといえよう。

何高戸、何十高戸建設という壮大な計筆、こう

いう面には人も雲集し、資金も資材もおの す・から

出て〈る。一方危険家屋民主理というような地味な

問題を民創に取上げ 、解決の具体的方向を綿僚 に

確貨に決定す'11 るじはなかなか人も得られない。

これは勿論役人のやるべき ことではゐろうが 、ぞ

れも民間の開心が薄りればやり? こいと息、つでもや

れない場合が多い。毛幼 Z建築界の各{ 立に望み? こい

ことは、ぎラかこういう方面の住居の問題にも強

い開心を持? ごれ 、嘗局を激凶J鞭韓して 、一日も早

〈解決策の具体的展開に御協力ｾ輿えられにいこ

とである。こ の問題が園家的にも真剣に取上げら

れるとす れば、果して現在の閣家住宅政策が 、新

築一点張り 、名 のみの余裕住宅解放の綿に止って

いられるも のか乞うか、現在家屋の保存に新な政

策が加えられるべきもの となる のでな いか b 、ひ

そかに思うものである。

( 筆者 ・大阪市公徳際長〉
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無 題

河 田 明 雄

ピスト J J.. を持つ? こ紳士に、張ぢ八傘きをし? こ向

う見す・の男が、出双庖丁をふりあげて喧嘩を寅 b

カス P キズを負わして逆にやられて、今夏のよう

Tこその紳士を見直しているのが、丁度日本の現紋

である。

従来日本の事者は猫逸にまなんで数理的皐摘に

おいては相官に進歩し? こ。勿論これも必要なこと

ではあっ? こりれぜも、敏理のもてゐそぴに走り過

ぎTこれ、えると思う。彼等は民間との接燭が少〈

プラテイカ J J.. な研究を皐聞の外廓部伎にしか考え

す. G t の皐聞と考えるものが殆さ' なかっ f こばかりで

な〈、資本家は資本家で安い賃金と豊富な努働力

4こによって皐者にプラテイカルな菌に援助を請う

必要もなかっ? こ。にから今日まで日本のプラテイ

カルな工事は低調をまぬがれなかっ? このも止むを

特ないことてつ? こ。これを土木建築工皐でいえば

施工技術に相官する部面が過去二十年の歴史をふ

りかえってみても、いかに低調であっTこかと tいう

ことは言うまであない。ところが米閣ではぎうす

れば入手が少〈て能率的に早< ... . 業 i二目的を逢せ

られるかというプラテイカルーな工率方面に、皐者

も資本家も互に iiI f，力しあって、護展をひろげでき

7このである。叉日本人は或程度数理的にものを節

減することは考えるが、無秩序であり組末に過ぎ

て、アメリカ人のような合理的計霊性が Tこらな

も、。このような理由からも現代の土建技術家はア

メりカの皐間特にその施工法の研究をし、これを

賓際に謄、用しなりればならない責任を今日程負わ

されている時f t はないと思う。

新憲法が制定され、いろいろの努働法規が作ら

れて、低賃金による勢働力の獲得が昔のように期

12 

待出来な〈なって〈ると、自然能率的で、早〈難

にやれる、機械化されTこ施工法が要望されて〈る

と思う。併し物量のない貧乏な日本ではいろいろ

の事情から、皐に機棋さえつかえばよいという結

論にはならない。優秀な機械を如何に合理的に且

つ経済的に利用するか k いうことが重要な問題と

なって〈る。ま? こ機械化するといっても、プソレド

ーザーのような大きい、機械ばかりを考えていると

却々賓現も六つケ敷いし、こんなものばかりを使

ってみてもその債債を充分に珪揮することはでき

ないと思う。先づハンドツ戸 Jレのようなものから

機械化施工を始め、手近かなものからいろいろ工

夫をして、てんてん精巧な利用債債の f こかい機棋

が生れるように努めなげればならな い。

さ' ζ かiこ大地震のあ'つTこ後、小さな地震でもあ

ると慌て、とび出す。こんな心配のいらない揺れ

でも不安を感じ 7μ 、電車のような建物が建fこない

かと考える。叉電車のように動かしても崩れない

で、ぞのま〉移築の出来るものが建7こないか主も

考える。: ; t も関東大震災後地震と建築との関係に

ついては長足の進歩をとげ、地震カと架構につい

ての闘係正か、その解法の如きは先進圏でもみら

れない程謬術的じ進んでき Tこ。ところがわが闘で

は敵理的謬聞の具体化、その賓際の臆用というこ

とになると、さ' うも自信と賀行力の点でかげてい

るところがある。エムパイャーピルが建設されに

嘗時、わが閣では老の高磨なのと規模の雄大なの

に篤いTこようであるが、一方その様逢的解法が易

算式であっ? こり、地震との関係を余り考慮してい

ないとかで、一笑に附してい? こものがい? こよう

て。とか〈批判は筒翠であるが賓行は至難r: 。若

し日本でこのような高暦建築の必要にせまられた

場合、このような建築を技術的iにやる勇気をもっ

者がい? こであらうか。叉この高居ピ J J.. をざうして

建造しTこか。デりツキを巧みにつかって建方をや

っ? こことは想像出来るが、こうしに事を〈わしく

研究しにものもないようである。

物量のな〈なつTこ鼓宰末期コシニヤク貼りの祇



風船にガスーを入れて上空に敬って、地球の自轄と

戒唐閣の気流を利用して、アメリカで爆渡せしめ

るようにしにとか。考え方も貧すれば鈍するの例

えに落入るかも知れないが、ガスを入れ? こ風舶を

利用して、電車のような建物をプラ下げて移築す

るとか、ヱムパイヤーピ J レのような建物の建方に

風船で、ｾからプラ下げて施工すればうま〈ゆき

はしないてらうかとも考えに。

建築美は主として設計と施工の良否から生れて

くる。なるほぜ美に劃する感じは各人各様でこれ

を受り入れるもの〉索繋にもよることではあるが

人の美と建物の美とを比べてみると、了度人の休

部美、均整美は建物の構造美とか形態美に 、着 物

は建物の材料に、着物の柄、色合ひは建物の色彩

'1こ相官する。併し民の人間美は外観、見掛りにあ

るのではな〈人間性にあるように、建築も箪仁そ

の形式美のみにとらわれていてはいりない。建築

美の民僚はその建物の使用目的によ〈マッチしに

点に見出されるものと思う。

併し日本の施工技繍がなにもかも劣っていると

考えてはいなι 、。最近建てられてい? こ大医闘技館

の足代で作つに仮建物、大阪の某百貨底の外装工

事用に組んて足代等特によ〈出来ていて、日本の

鳶職でなくては到底これ程のものが出来まいとひ

そかに悦にいつに。最近よ〈施工技能の低下、能

， ｾ容のおち ｔ こことをよ〈寺、、そのように感すＧるこ

ともあるが、その.原因は戦時中からの木遣の粗雑

な建物類の施ヱしかやらす、高額建物とか、特殊

施工を要する建物を Tこてる機舎に恵まれなかっTこ

ことに起因するのであって、低下というよりは、

しらないという依態におかれているにめである。

たこでよい技能者をきがしてすことや、養成する

ことが是非とも必要になって〈る。この点で現在

の職業安定法の運用には随分無理 Ｑｾ 点があってよ

い技能を持つTこ勢働者は職業安定所からは求めえ

られす¥その取締のやり方のよくな いなぎの Tこめ

技能のすぐれ? こ努働者はqどこかのボスのもとに、

もぐってしまう f頃向がある。

吾々施工技術者は日本のもつカとか国玖をよ〈

者慮し、皮和的に諸外商の施工法を模倣せす¥ よ

〈これを泊、化吸牧して、その中に日本の特オ交とか

日本の美を充介に珪揮出来るように倉I j 意工夫をこ

らし 、進歩し? こよい施工から生れるよい建物をに

てる努力とその任務を負っていることの認識をー

層深〈しTこい。

( 筆者 ・大杯組本信業務郁建築課長〉

。ロ ンドン市の改造。

ロy ド y 市 は 有 名 な 1666 年 の ^ 火 に よ っ て 市

の中央郁に於ける 436 エーカ ーの際大な面積を 3足

首監に歯した。主毛の管時 レ y 及 び エ ゲ " ' - 9 : / の 二 氏

が傍跡建 設 の官十，医薬を提出し。此の雨案は会〈遇

然に頗る類似した祭であっ て何れも遁切な良案で

あったが . 食時のロ y ド y 市・民は之を採用する の

勇書まと先見の拐な〈 、何 れ も そ の 偉 葬 P 去 b れ、

主主の結果としてロ y ド y 市民は後年比のl i l I 減の雑

......••••••. .... ..•.... 

.  

沓のために苦痛を感ずるとと久し〈、結局互軍買の

経費を以ヲて僅かに、見 トヲ :/ ｾＮとホルボＭＺＯ問

の改造を成就したのであるが、之が1置に70年 の 大

事業となった。 しかし今になほ中心古事K 於け る雑

沓は之を防¥" の主主な〈 、ロ y ド y 市 民 は 大 い に 後

悔債を噛むでいる次第であ る。

( 渡漫鋲属高「都市政策」ょ1 ) )

軍事軍事
昭和二十四年一月よ P 下院へ移将軍士しました。

…  一一

株式曾祉 奥 村 組

庖・大阪市阿倍野直松崎市一丁目玉ー

電 話 天 王 寺 ( 77) 19・68・1500・5085呑

本

支 庖 ・ 際 島 ・ 高 松 ・ 八 幡
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大阪復興公閣の施設計霊の概要について

夫

設定と云はなりればならね。乍然諸外函の公園面

積に比較すると世界の何庭の都市よりも少な〈、

且つ謬柄上必要と云はれてゐる面積の六分のーに

過ぎないのであるからその施設計主に嘗つては充

津中

分に機能を登輝せしめる如〈研究し、将来に於て

隣をH薗u ' の悔なき様にしいものである。そしてこ

の計霊の賓現は前途程遠い感も深いが、決 Uて 霊

餅に蹄せしめではならないと思、ふ。

ヲたに現在一際考へられ、変行に移されて居る施

設計霊の概要を述べて見ょう。大阪府 iこ於りる郊

外公園には休養大公園として府Jの経後ー

する箕面、枚同公園があるのである

が、なほ服部には自然動物園、久賀寺

iこは綜合大公園、大泉に自然横物園が

計壷せられ、大阪市では鶴見に自然大

公闘を計重してゐる。市内各所に配置

設定せられに公園は勿論こうしTこ郊外

の大公園との闘聯を少からす・持って居ー

る事は云ふ迄もないが最も特具ーなもの

は、由緒深い大限城を中心としfこ約五

辛苦言坪の大中央公園であらう。此!の中

央公園はさを市民が容易に利用する位置

公風の配置計査 は、公閣の面積 とその公園の持

つ機能によってるこおせられる誘致斗唖を基礎と

し、一般市民があまね〈九ゆる公園の施設を等し

〈利用し得る如 。〈配置 することを理想、とする。復

興大限市に於ては 112ケ所 247寓坪の公園用地がー

肱確保せられ、叉復興直笹整理によって売の面

積の約1 0 %の公園用地が設定せられる事になって

ゐるのであるが、此の公園用地の面積は、戦前に

於りる公園用地面積〈市民一入賞り O. 3 2f 方米〉

に比較すると商、エ者11大限にしては随分奮蛮しに

にあり、郷土色豊かな自主性の強い計

査がなされてゐる。即ち古来保存され

て来? こ史跡深い大阪城や、大淀川を包

含し、その施設としては大阪市民が泌

宣して居る自由大芝生地、線陰、各種

運 動 、 文 化 施 設 に 重 点 が 置 か れ て ゐ

る。市内の大休養公園としては、既設

の城北公園や中之島公園との配置を考

慮じて設定せられに毛間河岸、銀宮河

岸の計壷、松島、北港の各休養大公園

及ぴ天王寺公園の強張計霊が拳げられ

ト

+

l
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る。又運動公園としては長

居公園の設立、及ぴ市岡公

園の復活、恩カ日島公園の計

事笹があり、叉扇町公園 7 方

鮮の顕張計霊がある。これ

等の大公園は概ね 20，000乃

至 ＵＰ ， ＰＰＰ 坪で、 Ｔ ｾ 径 Ｒ 粁の

欝致牟径をもって配置せら

れてゐる。その施設に就て

は前者は自然風致図を主iこ

各種の休養施設が計霊せら

れ、箪皐な運動施設や見重

度場、或又野外劇場や、音

柴堂、自由鹿場、分E霊園、

教材園等が設りられ、市民

の散策休養に侭宜を奥へて

真 田 山 大 公 園 の 闘

ゐる。後者はトラック、野球場、プー} l - をはじめ

各種の運動施設を主に休憩室や繰蔭等を遁嘗に配

置し、簡単な休養施設と風致施設が折込まれ、市

民が明日への活力を養ふ如〈計筆せられてゐる。

大限に於りる近隣公園は、や〉面積が小さいき

らいはあるが市民が概ねー粁以内で到着し得る如

〈配置せられてゐる。そしてその面積は約 10，000

J!; 至15，000坪であるが、この数は十数ケ所に及ん

でゐる。鶴橋公園等はもう完成され市民が大いに

刺用してゐる。ぞの施設は概ね野球場、運動産場

と各種琉技場、見玄廃場が施設せられその地軍事j の

一例を拳げると児童廃場が2 0 %、運動麗場カ> 6 0 %

減技或はプール施設が 1 0 %、林苑が1 0 %である。

児童公園は大公園、近隣公園に於げる児童E霊場と

関聯して配置せられ、児童が 600 米以内に利用し

持る如〈なされてゐる。その面積はーケ所概ね

1，500坪 から 4，000坪である。御堂筋の難波別院児

童公園は工費約 130 蔦固で近今に出来上ること iこ

なってゐる。その施設は従来の遊戯施設の他に少

年野球震場、ラヂヲ i春、徒渉池等が設りられてゐ

る。倫大阪の復奥公園の特異な存在として河岸に

芦つに細長い紘地帯がある。これは各公園と蓮絡

--ャ4

ーー・ーー・ーーーー担- ー-1 - • .... .....-

」

して公園系統を構成して麗しい都市の建設と防災

の役を果してゐる。

以上復興公園の配置と施設のほんの概要を述べ

? このであるが、これが賓現には市民の公園の必要

iこ劃する理解と絶大なる協力がないと不可能であ

る。現在では公園の計霊用地にもぎんさ' ん住宅や

庖舗が建って行〈、産業復興に忙しい市民には、リ

ク P エーシヨンや衛生等と云ふ事は考へられない

のかもしれない 、叉こうしにゆとりがないのかも

しれない、然しこうし? こ繁仕の中にこそ公園緑地

が必要なのではなからうか、ひとときのリクリエ

木 村 建 設 株 式 曾 祉

事手業所・大阪市南直末吉橋遜四丁目新橋ピル二階

電 話 新 町 ( 53) 571呑・南 ( 75) 607呑

上 本 町 . 大 阪 市 南 区 上 本 町 四 下 目 大 ー O 番 地

事 務 所 . 電話南 ( 75) 6  0  6 呑

支 j苫 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 鳥 取 ・ 紳 戸
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児 童 公 闘 ，. . ，; ; 眼園

戸説記ニ新@i 1  

大量の住宅建設を必要とする今日、その? こめに

は住宅経僚は集図的でなりればならないが、集圏

住宅の難かしいところは、土地の取得の困難なこ

と、多額の資金が要ること、所謂集園住宅となっ

てぜうしても殺風景なもの程度の低いものとなり

勝なことである。この最後の難点はあまり劃一的

であっ? こ b、2茎地が少〈、或は盆地があっても植

樹が充分lこなされていなかっTこり、草に住宅を並

べる丈で都市的な雰囲気をなしていないことに因

るのである。こら云う場合その住宅地はまことに

不自然で都市と遊離しにものになる。

又、都市構成上面白い現象てと思うのは、似? こ

ものが集まること亡。い、住宅が集り、環境がい

株式曾祉熊谷組大阪支応

大阪市東軍備後町一丁目十三呑地( 包括北滋1926)

本軍土・癒弁市豊島上町一番地( 電話291・292・299)

管 業 所 ・ 東 京 都 新 宿 直 筑 上 八 幡 町 二 十 二 呑 地

〈電話九段o 01- 505)

支 o ・ 横 讃 ・ 名 古 屋 ・ 庚 烏 ・ 稲 岡 ・ 札 幌

向 車 主 所 ・ 紳 戸 ・ 下 関 ・ 静 岡

16 

ーシヨン、明日への活力、今か

りlこ窓のない家があっ? こらそん

な庭には佐めないと云ふてら

う、黙し公園 と云ふ都市の窓が

な〈ても一向に市民は平気であ

る。所謂者1¥市病が多〈なってか

らあはてでも致仕方のない事で

ある。大いに今から計霊公園の

賓現に協力しでもらいにいもの

である。

( 筆者・大阪府土木綿計盛事長技師〉

〉所謂高扱住宅地があると、その附近に住宅を建

てる場合あまりまづいものは建てられぬという気

がする。それに反して棟割長屋の建て混んて住宅

地ではい〉家を謹つでも駄目てという気がする。

叉盆地の多い k ころはそういう環境が出来、草野築

地はいよいよ平野集する。つまり環境と L、うものが

支配をするのである。ところがこれは者E市をその

計叢に誘導するに利用することが出来る。一園地

住宅高亘書奇が都市計受事業として成立つ所以である

昨 年11月に告示になっ? こ大限:市住吉1 i ! [ の東長居E

害事l整理組合の土地がその都市計壷事業ー圏地住宅

経後用地で、交通の使、地質等好遁元既に敷地主主

成は完了して居 h 、3 年聞に一戸嘗敷地 100坪を

もっ400戸の分護住宅と、商庖筒、共同浴場、集

食所、幼稚園、雲間更局、診療所、祇出所等の共同

施設をなす計重である。

.晶、"・....助、- .. 曲、Ｎｾ .. ・・・ ｈ ・ｾ ... 陶恒，副・..曲、.. 、...、.卵、.・・...・・.

兵 庫 臓 建 築 書 官 積 極 篠

部 長 岡 本 茂 樹 氏

管理課長 岩 田 可 治 氏

建築課長 吉 田 信 武 氏

住宅課長 日 高 喜 代 蔵 氏

密繕課長 紳 回 省 三 氏



府 営 住 宅 A B C 型

( 昭和お年度)

今年度大阪府営住宅( 木浩〉はA . B. C の三つ

の型を各園地におり混ぜZている。共に十坪型であ

るが、 A . B型は京間 6帖、 4. 5 帖の二聞 を取り、

C 型は在来型を破って江戸間の6帖、 3帖の他に、

3坪? こら十の板間( フローリング〉を取っている。

府後住宅という性質から、 A. 13m!. はマアマア無

難 Tごらうが、 C 型 は 除 坐 ー 椅 子 坐 へ の 時 換 の 一

つの踏み切りをつげる Tこめ言 はず危険性のあるも

のでらう。 A . B型に謝して は、 C 型の戸数 は、

僅少にすぎないが、設備に十分の気を配って、家

具をも? こない人? こものにめに出来る限り親切にー

〈金のゆるす限り〉一作られてゐる e 折角二人に

なっf こけれぜタンスやミズャのない芳夫婦ゐ? こり

に入ってもらって、この型ー更に板聞の生活ーが

わるいかさ' うか、一つ試してもらいにいものであ

る。もしも良いという獲がつよげれば、思い切っ

て来年度あ Tこりから、板間併用の住宅をドシドシ

A 塑

逆 瀬 淑

建て? こらさ' う 1: らうか? rr 若い人f こちは案外昼の

生活に執着を持っていない事を、年寄りに知って

もらい? こい』事を最後に附言しておこう。

( 筆者・大阪府建築郁住宅課技師〉

B 型

C 型

17 



としての共感を世界の人キと共に感

十るならば、人類の文化を荷はきれ

Tこ一員として、深〈思、を致すことで

あらう。

凡そ個人の確立せぎる虞に文化そ

諭す・る猿地はな t 、建築とて亦然り

である。十二坪の住宅と雄も、其後

に凝らるべき問題は往生活の根底に

蝿れるものを醸してゐる。十二坪に

ｾ Ｚ｢ ［幾枚敷けるかではな〈して、我

# は其の中でぜんなにすれば人聞と

して快誼の生活を潜むことが出来る

かと云ふことでゐる。過去はぜうで

あっ? こか。国民一人一人の住生活と

いふ私的な〈然も最も身近な問題〉

問題の犠牲に於て、日本は寄型的な科書喜文化の張

ん

A

7

ピ

i

臨

時

，グ

図土再建に憂ふ

櫛 国 清

建築がさ' の様に理解されてゐるかと云ふことは

一閣の建築文化を云冷する 場合、先づ考へて見ね

ばならない。その園長の往生活、住文化は最も明

瞭にその閣の文化程度を代表するものと云ってよ

いでらう。文化閣として唯一の活路を目指す敗後

日本の現紋を想、ひ、道甚t: 透きを思、ふと共に、建

設に携る者として、夢又少しとしない。

年キ食# 年めぐ bて職後三年、大医の焼跡に立

ちて、段差詳の惨禍に漂然tこるものを感十ると共

に、? こ〉かれでも? こ〉かれでも奮態依娯として無

雑作に芽生ゆる雑草の如き者1¥市建設欽態に、奇異

の眼をみはり日本人の諦感と云ふか無抵抗的祭実

主義に我乍ら唖然? こる恩、ひである。資材難、資金

難等あらゆる慈僚件は今此虞では論外としTこい。

もっと根本的な問題にふれて百年の大計にその機

を逸しては・恥主に千歳の子孫に宿すを Eをふのであ

る。

日本人も亦人聞としての自畳に立ち返り、人間

18 

逮を遂げてきに。地に足のつか Tよい頭でっかちの

科皐文化はその足元をす〈はれて無残にも、日本

は敗退しTこ。然も猫多〈の圏民は無自費に、自ら

招ぃTこ因果として其の低調に忍従しつ〉ゐる、心

ある人士よ、関土再建の大計の前に速かに警鐘を

ならせと云ひ? こい。如何にして良質の住居を一気j

も早〈而も多量に関民に提供し民心安住の擦を奥

へるか。行政と技摘の面に絹れて、技術者として

の立場から今すぐ私見を呈して見ょう。

O者1¥市住居の本質的な問題を、技術的に攻究する

巌底ある研究機関を政府の手で充愛せよ。都市

計筆の問題も然り。

0 建設行e政の再検討。ヤミ建築の撲誠、建築法規

の遜用、資材斡旋等単に泊、極的な法的島理丈で

三建工業株式曾祉大阪支底

大阪市東底本町四丁目五十七番地ノー

m苦言北潰 ( 23) 1741 

本 語 士 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 一 ノ ー

官官昔日本橋 ( 24) 326i - 3265 

支庖所在地・東京・.札 幌 ・ 横 波 ・ 名 古 屋 ・ 稲 岡

大阪支活・京都骨申戸・和歌山・鳥取・横島・奈良

管轄管業別



な〈質的な菌にもタッチし仁枝繍と行政と一体

化しにものであること。間取と坪敵位で法の網

を〈立つては、イカサマ建築は永久に跡を断fこ

ない。

0 建築士制度の問題。責任ある良心的な設計に

ヨドらｾるものはＨ技柄者の計笠に開奥せき「るも

の〉は一切施工せしめき「ること。( 現今情に建

ちっ、ある建築に、さ' れ丈良心的な建築家が参

奥してゐるか想像してみよ。〉

O建築家の立場を明らかにせよ。住生活そのもの

、設計から指導性を把援し、往生活に封する圏

民の草案家運動に衆 b出せ。

0 官公署等公的大建造物は都市計霊と関連して、

その立休計霊にも細心の検討をなせ。都市夢視

のー要素を荷ふもの fごからである。

これ等大建建物の計設は食弱なる官公署管繕都

内で調占すべきでな〈有能なる多散の建築家の

手に委ねよ。

以上自分の置かれてゐる偏狭なる立場からではあ

るが、私見を呈した。抽象論に過ぎにが、日本の

現献では、将来の建築はいかにある A きかと云ふ

建築自体のイデオロギーを這求し之に個今の技術

を結集するといふ行き方こそ本道であると信す・る

そしてそれには自ら高しとする誇 b と閣土再建に

熱情を燃す若き建築技術者の結集と往生活に劃す

る闘民の一大事事象運動の展開こそ念務であると恩

ふ。 ( 筆者・大阪府管終J築技師〉

司

E

E

S

-

-、，，，ijf 近 常 白 占 長

法 隆 寺 大 事 を と っ て 倹 け ち ま い

低 い 車 干 な が ら も 高 い 金 が 入 B

甚 五 郎 主 主 れ た 時 期 に 不 阪 管 ひ

建 築 家 赤 字 赤 字 で 食 ヲ て ゆ 垂

基 準 法 小 { 貸 の 年 期 短 縮 し

一 等 必 選 岸 関 の 獲 が 又 ひ び き

島藤建設株式曾祉大阪支底

大阪市北高茶馬町三十一容地ニ

電 話 豊 崎 ( 37) 1428容1429呑

大 阪 支 応 . 紳 戸 市 兵 庫 直 淡 町 三 丁 目 十 六 番 地

紳 戸 出 張 所 . 軍童話君主川I ( 5)  o271呑

本 語土・東京都中央官百銀座西三丁目ー( 建築曾館内〉

電話京精 ( 5日) 7185- ¥1呑

支 l苫 ・ 大 阪 ・ 模 被

出ｾ所・画館・沼害者・静岡・松本・千葉・埼玉・甲府・札幌

N I C の 錯 舞

野 島 市 郎

最うー年程前、或る建築家建が集って話しゐっ

てゐ fこ時、話聞は? ゴん? ごん建築家の技術家的良心

の方に向いて皆非常に熱心であっTこ。

その結論はぎうも職後の建築が余りにひど過ぎ

るからこれをもっと異物の至急築にせなげればなら

ないといふのでゐる。それは経済的な制約もあら

うし亦建築施工業者の仕事を取 b合ふせいもあっ

て責任は必すしも我々建築家ばかりの故ではない

と考へられるが、併しこのま〉濁流に押し流され

てゐるのも余りに消極的てといふ意見に賛成する

ものが多かつに。

そこで我々に出来る仕事をはじめではぜうゼら

うかといふ話しになり、気の速いだが底面白な二

人がこの仕事のプランを計釜するまでに進展しに

のである。

先づ仕事をするには場所が必る。それも成可〈

便利なところで集 b易いところ。ぞれから仕事のー

内容はお互の技術の勉強と良〈出来? こ建築を贋〈

紹介してやること、或はこれから建てゃうとする

人の相談にの b指導を正し〈親切にしてやること

等、云はちょ建築相談所的行が、大いに体重長運動的

にやらうといふ考へ宅ゐる。

幸ひにして良い場所が手に入り梅田の極〈近〈

ではじめるところまで段取りがついにのでゐる。

非常な意気込みであれからもう 10ヶ月ばか bにな

る。併しこれには始めから仕事にふさ・わしい名構

が考へつかなかっfこo . 子供は生れ? こが名無身で二

ヶ月過ぎぎるを得なかった。その間随分と湾へ? こ

のであっ? こが、ぎうも遁嘗な名がみつからないの

である。建築事務所でもない、建築研究所でもな

い、相談所も何かピツグりしない。途キi [ ひつめ
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られに結果 N I C とつりることにしに。

N もI も最初の云ひ出しペーの頭文字で C はクラプ

の積 bで、まあこれならばよからうといふことに

なっ? こ。きてNJ Cはそれでよかっ f こが、さっぱり

仕事が活波にならないし、 TこY 集って話し合ム程

度で散解することが多〈なつに、克も何れも他に

夫キ本業をもってゐるのてから集るのは大抵の場

合夕方になって時間的にも不充分な点があっ? この

であらう。

併し一番不満足なことは砕袋を衰げる封象が寄

って床なかっTこ乙とである。勿論ボツボツの程度

に於ては役に立つこともあって、存在償{ 演が無い

といムのではなかっ? こ。

ところが昨年の建築皐舎の大舎が大限で聞かれ

?こ時、 東京の大泉にゐる有名な先生 T 氏〈二人〉

G 氏が・来 ら れ て こ の N I C を訪れた、誠に光楽と

思つTこのである。

その時若い方の1、氏カ ; N1  C とは好い名前左づt 1

7こものにと感心され? こ様な顔である。語いてゐ? こ

方はいさ、か仕事の性質を御理解下さつにと婚し

かっ? こが、これはとんて錯覚で T 氏の好い名前の

意味は何んとナイト、インチ、クラブであっ Tこの

である。

正にぎかんと来? こ現質的な批評、その後NI Cは

仕事でものを云はせゃうとやり出してゐる。

;一一 V 由 ……: @ 就 職 希 望 者 紹 介 ⑥

t  0 鹿児島豚立出水新制高等書体主主建築科本年度卒業 i  

j  … 方 面 一 … に 問 … 斡 (  

旋 方 を 依 頼 さ れ て ゐ る 。 !

j -門… 40才 ;
OJ 京都高等工業車校1 1 ! 然科出身初才

0 関 車 工 業 高 島 校 建 築 出 身 却 す 鮫 計 事 務 希 望 1  

0 胸囲高等エ塁手校建築出身 22才 現揚希望 )  

¥ 0 甲種工業皐校建築出身 45才 中園地方官公須 t

{  又務負曾枇希望 {  

(  O ] i 智満工業専門耳鼻絞建築出身 33才 $ 務 所 曾 枇 {

/  方面希望 f  

{  以 上 御 附 は 柑 締 局 書 記 長 宛 願 ひ た し /  

‘  一一一一一ＮＮ｟ＮＮＮＮ｟ＮＭＪＮＮｾＮＮＮＭＮｊ
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l亙 巴 置

生 田 勇

『建築と批合』にクラブルームを設げるん? ゴって

ね。そいつの経後は是非私にさせて欲しいものて

市中の本物のクラブルームであれば、このせち辛

い今時、うかうかとそんなクラブに出入りして雑

談でもなからう、開げて見? こところが果して繁昌

するかぜうかに多少の危倶もあらうが、誌上のク

ラブルームはその点大いに気を張〈してよい。き

うき、私に経僚を任されるなら、私もし、ささか休

畿を考えねばならぬ。何より6 1 : づ容を引き寄せね

ばならぬが、ぞれにはクラブルームらしい嫁園無

が必要かな。先づ表iこ看板を掛りょう。「建築と祉

曾』経営のクラブルームー誰方でも粉、迎、入場無

料いや入場者に薄謝を呈すこれなら大丈夫。ーぞ

れから室の中を至極清潔に、ドアーの取手なさ'jIt

鈴E尽きをかり、丸いテープ ;L を中心にして身体の

埋まる様な豪警な、色は夢の様な殺の肱掛椅子、

ソファなさ' 三つ四つも揃えて配置よろしく、そう

Ｑｾ 、テープ ［ｌ の上には真紅と純白のご色のカーネ

ーシヨ γ 、それにアスパラガスの葉をあしらって

白青磁の花瓶に活り、フランス刺繍のテープルセ

ングーはクリーム色がよい。紗のカーテン、こい

つはコバルトにして、白い壁に掴まれたこ の室 を

ボーツとそれ自体2 : e: 慢の世界にし主うではないか

マント ; L ピースの上には一枚の額を鋪げる。それ

にはホドラ戸措〈ところの、春の野に三人の女の

裸像が手に手に花をかぎして、象徴的な婆態を並

べているという圃ではぜうてろう。併し、考えて

見れば之も陳腐 Ｑｾ 。こんなことで、このクラフ勺レ

戸ムに作J の興味が湧〈ものか。こんな意匠は其の

塗にｾらにあるものき。私がこのクラプの経後者

である以上は、もっと気の利いにものにし? こい。



そう恩う牟面には、私の性味の物臭もは? こらいて

ゐるので、愈々約束の開庖の瀬戸際になって、何

も飾つ? こり意匠を凝らし? こりするのが王子ではない

なしろこのまんまで開げてやれ。人種によっては

筒L雑で磁い室を好む縫っ? このもある。時には蜘昧

の巣でもぶら さげて置〈のがよ いかも知れな い。

要するにクラブルームに欲しいものは話題なん

て。まゐいい、使い古るしのセットでも集めてき

あ準備は出味?こ、 開りろ、関付ろ 。

雨聞きの扉を開け放して見通せる 、ガランとし

f こ挨っぽい室の中程に、私はさ' っかと陣取る。そ

イギタチ

の襲来は紺色の HRにえんぢのネクタイで 、胸のポ

ケットに白いハンケチを少し司足かせる。膝を組ん

で足にはキッドの黒靴、あまり目立つもんぢゃな

いが総じて一寸踏める衣裳がよかろう 。無精な私

ではあるが、開庖の今日は特別援のそり跡を青々

とさせて、締麗にとい fこ頭雲さを三円筒でーかさ援さ

iliL し、もぢやもぢやっとしTこ頭。マドロスパイプ

を斜に目的えて. . . ・ H ・- ・そこで私は、一世の民赤な表

紙の本を手 iこ、一貫はこの赤い本が外から見える

ことが肝心なの r: 一如何にも読み耽る恰好よろし

〈待機するのである。

『今に誰かはいって来て、私に話しかりるぞ J

いささ か自信があ る。

そら J I Uこ。先づ十才イ立の男の子f:o ｾおぢ さん

何を誠んでるの。アラピアンナイトかイツツフ・だ

ろう。』と云うから、[ r いや違う、もぐらもちが風

船に黙っTこ話f:oJ と云うさ。『それぎんなお話? . J 1

という から 、『或る風のな い 日f : つfこ。 .JI e始めJ る

もぐらもちを風舶に縛りつりで放しf こら、さ' んさ'

ん昇って行って見えな〈なってしまっ? こという話

て。子供はゐきれて『ぞれf: ¥1 ?  .JI というから 『

それにげさ。』というと『つまんないの。』と言ひ

乍ら出て行ってしまうてろう。それを見詮って、

私は再び赤い本を ｫ りあげるの ｦｾ 。

そら叉来? こ。今度は五十がらみのデツプリしに

男。脊7kの匂ひをプンとさせて、 『面白そうな本

を読んでいますな。』 とエヤエヤ笑ひ乍ら近づい

て採るさ。そこで私は 『あ るテ. パートの女庖員の

告白というのを説んでい? このて J と云うと、男は

『そ れは聞き? こい話f:oJ と来る。私はそこで 『そ

の根はデパートの資子なんですが、給料が足りな

〈ってね、」その母 と一人の妹を整 うことが出凍な

いのでね 、3をはデパ ートで侮j 寺、 夜 は夜で伊J か夜

の仕事をしよう と決心し? このです。』 という具合に

話し出すの亡。『ホウ、夜の仕事をねoJ 1 : 来る。そ

こで、その娘が少し許 bの苔へを資本に夜庖め古

着屋を始め Tこところ、 誠に順調でホクホク してゐ

ると、一ヶ月程して警祭にひっぱられる。主主品を

扱つ? こ科と いうことで、 結局『確かに盗品に遼ひ

ないと思ひ乍らついやってしまいましにoJe 告白

し? ことさ。』と言う話。男も呆れて、『何てそんな

話か。」と憤って出ていくてろうさ。さてヨたは誰が

はいって採るか知ら。

そら次が来? こ。今度は御婦人である。まづ三十

の撃を聞こうってところ か。之はPJ i 謂赤本を韻tf

男に興味か同情を持つのであろう。私はすか さ十

『男女交際の秘決 というも のを見て し、?こ の です

よ0 .JI e答えるの亡。『で、さ' ういふ事が書いてあ

b まし? この。J と来る f: ろう。そこで私は『ぜうし

てこんな事に私は祭がつかなかっ? このでしょう J

と前置して、『つま り男は男らし〈、女は女らし t

あるべし、ということでしに。』

イ中々肝心の建築家はは いって採ないものに。ア

ーアと あ〈ぴを一つして赤い本をとって待つ程に

そら叉ヨたが衆Tこ。瀦酒なものf: 。四十官官後の敬

授タイプ。スネークウッドのステツキかなんか持

って。『ぎうです。資本論から勉強しますか。』っ

てき。そこで私は恐縮して、「ハー、マルクスがカ

ード、つまりトランプのことについて 寄いてゐる

のを見ていにのです。』と言う。すると、『アーそ

う。… で要旨は? J J と来ること必定で・あ る。それ

ぞれ、そこで私は、「なあ i二特に珍らしい論とも思

えないのですがね oj 1 : 前置しておいて言 うのであ

るJ カ戸ドはやはり切札をうま〈佼う ζ とが肝要

1: と云うのです J そのときはスネークウッドが飛
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んで来ない様に身構えていなげればならない。き

て又赤い本を取り上げる。

とうとう来? こ。なあんて、私と同じ様ないでに

ちt: ょ。確に新進の建築家と見てとつに。馴れ! J I !

れし〈近寄って来て、『ヒユーマ= ズムかね。 J e  

言うのに私は態えて、f いいえね、建築施工虎の傘

というやつですがね。この中に鍛筋コンク1 ] - ト

の構澄の張度をしらべる薬品があるのでねoj 11'な

に薬品? J わかってもわからな〈ても 、こう来る

Tごろうさ正そうです、農ピ; 1 - 1 . よさ' にその薬品を塗

ってやるとね、危いやつは祭i こ泡を出すんですよ

オキシフルつてのがあるでしょう、ああいつに具

合にね。』と始めると、『成程、それは案外オキシ

フルがはいってるかも知れんね。』ってき。笑は

せるよ。で『賓は私はその葵を買って見ましfこん

でね、早速分析を頼んてんですよ oj 11' さ' うでしに

結 果 は ? J  l I ' ここにその分析表を持ってますが、

貨につまらん。』

そこで私はおもむろにポケットに手を突込んで

、一枚の紙片を出して見サるのです。それには鉛

筆の走り書きで 、

Mi  1. 5  

1  2. 3 

N  

N a  

1. 8  

3. 4 

De .  1. 3  

T a  

Al  

A  

5. 3 

3. 7 

0. 9 

Me  1. 1  

め、こん畜生! .n 

王子にとって見て、わ

かってもわからな〈

ても、 『フ ーム、成

程。』と黙る。そこで、

「アノー、それは一

寸縦に御究になって

…… .n rr みーいーん

ーなーでーにーら一

〈おわり〉

( 筆者は作家〉

長 建 設 語 大 阪 支 底

奮 社 名 株 式 曾 吐 長 組

大 阪 市 繭 島 冨 吉 野 町 三 丁 目 六 一

電話此花 ( 46) 1703呑

本 軍 士 ・ 金 津 市 宗 叔 町 三 番 了 二 十 三

|  支 庖・東京・名古屋・際鳥・小倉・金棒
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北 3誌 回
本目

H，!，‘、

小 寺 烹 一 郎

綴の都、燕京と呼ばれる北京、景山の上から見

渡すと、きながら森林の中に散在する田園都市の

犠で、日本の者11舎では見られぬ眺望である。落つ

いに関帯な、賞、朱、殺に彩られ? こ輸の僚な街、

クラシックとリ・リカルな街等多〈の表現を有する

古都で、京都か奈良を匂はせる。

古都北京には敵多の名所、奮蹟があり欝術主親

光の都市として中闘臆ーであらう。奮皇城内には

紫禁城を始めとして豪危華麗な建物があり、外城

には天塩其他の大建物がある。叉北海公園、鼓楼

閣字監、孔子廟、痢嘱廟、太廟、中山公園、故宮

博物館があり、西郊にはかの有名な問太后によっ

て作られに、人工美と自然美の優れTこ高得l幻があ

り、清朝末期に於げる商太后を巡る築華fi : : 幾多の

ヱピソードは、多〈此所に展開されてゐるのであ

る。

朱壁貨基を語る北京の町にある、醤干管室の建物

の多〈はぬ豪華な大理石の基援の上に建てられ、

軸葵のか〉つ? こ糞や、線紫の葺、丹糟をこらしTこ

斗扶なぎ、絢煩是士麗である。

併し一面王府弁界隈〈所謂北京銀座〉東交民巷

等には、各国の大、公使館、北京飯底、元慈北交通

本位等があり、近代的な建物の立ち並んでゐる所

は、共同租M と云つ f こ感じがする。

北京の秋は世界ーと云はれる。澄み切っ fこ青空

に緑滴る舗道、その様の門を潜って自縛車で走り

廻る姑娘逮、均整の取れTこ姿態にぴっ f こりと合つ

に、腕も露に裾の切れに中図版をひらひらさせて

、すいすいと泳ぐが如き光景は、日本では感じら

れぬ勢囲気を輿させる。

幾多の蕗街、美術変: 砕を有する北京は、 pg太 后

の名と共tこ、世界史上からは消えぬにらう。

く筆者・本誌編集線員〕



渡部圭吾氏の

「建築工事と施工

技術者」に就いて

中 野 順 次 郎

先逮て建設技術師筑所か ら最近褒刊し? こ60頁ば

かりのこの著容を渡部さん御自身から御居りして

貰つ? こので早速拝見してみに。

渡部さんは序文にも述べられてゐる通り数十年

‘ をこの専門に終始されfこ人であるので、私が批評

をカ日へるなんて失腫なことにと想、ふ。亦私にはそ

のやうな資;格はないのである。

もうづっと以前、確か昭和17年頃てつTこか工業

率校の畢生を封象にして建設施工の教科書が無い

から執筆しようといふことで文部省から引受りら

れに渡部さんがその相棒に私を選ん亡ことがある

この仕事で嘗時は渡部さんから種キの安料をお

借りしTこり御高見を承る機合が 多かつ fこが、途々

この本を出さないうち l こ戦容が終つ? こ。こんな課

で渡部さんの御研究は私もよ〈承知してゐるので

今この本を手にして狗に感慨の深いものがある。

きでこの本は 『建築・施工技術線、論』として第一

章から第六章'まで計査されてゐるもの〉第五章に

官るものとなってゐるから、他の宝容が完成きれな

いと所謂技術総論的に把みとることは出来ないわ

りである。併しこの本即ち第五章を誠んでみて私

はｾ｜ニ有意義な本 ｔ ごと思った。

恐ら〈イllJ 庭の皐校( ヱ業喜善校、専門拳校、大 暴

等〉の建築科でも建築施工の講義を誼格 iこやって

ゐると いふとところはないと恩ふが、それでゐて

建築施工は大切な拳科1: ｾ按認めてゐるのである

勿論部分的には契約のこと、仕様書の方式、積算

法等を解説してるが、建築施工れ、ふ賢汎なもの

h 中心をついてこれに休系をつり 、理論的1こ組織

づt 1 で科率的に研究出来るやうなガイドはなかっ

Tこのである。例へば構造撃がその基礎となる態用

カ悪からはじめられるといふやり方が建築施工で

はとられてゐなかっ? こ。

このやうな紋態に封しては或は建築施工なるも

のが皐科として成立つものでないといふ見方もあ

っ? こかも知れない。亦一面には性質からみて皐校

を出てから勤務と賓術の開に於て研究すべきもの

と考へてゐ? こかも知れない。

併しそれでは建築施工なるものが皐校に於て技

術数育の中に取入れられることは出来な〈なるで

あらうし、施工と建築工著書とが直径して来ない心

配が践'るであらう。

この様な現状に封して渡部さんの著書が出? ここ

とは非常に有難かつにと恩ふ。その内容とか組立

の遁否は別として克に角『建築施工: . l l なるものヨ

科書善的基，理を説いて居られる態度に非常な期待を

もつものである。韻んでみて、精神科著書的に経済

著書的i こ、技術論的に恰も構造撃に於りるカ星第的の

基礎を述べて居られることに敬服する 。

渡部さんは非常に豊富な知織と智識と更に深い

思慮をもって書き起きれてゐるから迎もこのやう

なIJ、冊子では恩ふこ k の1/10 も述べられなかっ? こ

と想像するが箕正面から建築施工の研究に封して

科率的の裳礎を奥へゃうとされる意直が充分に伺

へる。これに封して私は大きな期待と賛意: を表す

るものであるが更に積〈説まれるやうおす、めし

? こいと思ってゐる。

( 筆者 ・都鳥工業高等感絞君主頭)

銭道建設興業言語大阪支庖

大阪市大淀E 天 紳 橋 筋 六 丁 目 五

大阪支I苫・ 京 阪 ピ ル 七 階

電 話 堀川 ( 35) 883・2427呑

本 語土・東京都千代田直神田三崎町二丁目六

電 億 九 段 2-124 ・2425呑
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|資 料|

ヱ標害事! l 7盟主昭和23年12月30日 工 業 技 術 隠 標 準 郎 長

殿

日本建築規格のJ t 施普及についての御願ひ

とのたび工業標単調査含の審議を緩 て 下 犯 の 日 本 建 築 規

絡が制定されまし7 t . つきましてはとれが笈施普及につ

い て 絡 別 の 御 協 力 と 御庖慮とを御願い致します。

自己

J ES 建 築4301 ( 餓丸クギ 〉昭 和23年9月1δ 日制定

第 11資 と の 規 格 は 銭 製 の 丸 P ギ〈以下率に銭丸タギと

呼 ぶ〉 に遮周ずる。

.2後 鍛 丸 ク ギ に 用 い る 線 材 は 日 本 金 属 規 格線材 ( 金

廊3凶 1) に 規 定 ナ る 線 材 3 種乙によるのを標懲とする

宮町 3俊 餓 丸F ギの頭苦容を国形に打ち出し、その上1 l i i に

ヒシ形の網目を下面に適嘗な傾斜を付け. 先端郎を 4

商スイ燃に切符j した後みがいたものとする。

第 Ｔｾ 集餓丸タギの形員長Ｎ種類Ｎ寸 法 および寸法公差は

下回ｾｬＺぴ右表によ ｐ 呼び方は長サによる。

3 i q g 7  

耳
D i : 2a. S 主主 d  d  =  /zo' 内外

ｾＵ 後 頭宮容は馳郊 の 中 心線 に劃 して 主主直で あ り 偏 心 で

あ っ て は な b .': よ い

幹部はｾ直でハダは滑かで 著 しいキズがあっては ‘ 伝ら

ない. ただし幹郎の凶l J C刊号幽の最大個所・での軸線 の

担E位 〉 は長 サの1 . 3 %以下なら差支えない。

第 6 U量 餓 丸 ク ギ の 1 ?l ルの正味1 t 1 t は50kg とする

第 711食 鍛 丸 P ギの容器には、塚建者 名および銭丸クギ

の種類を明記しなければならない。
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銭 丸 ク ギ

長 サ 径 d  

寸 法 公 差 寸 法 会 差

1!l 

+  1. 0  

1. 2  
- 2. 0 

22 
+  1. 5  

1. 4 
→ 0. 02 

25 

+  2. 0 

1. 6  
- 1. 0  

一
30 

+  2. 0 
1. 8  

40 
+  2. 0 

2. 0 

45 士2. 5 2. 3 

+  0. 03 

氏}
+  2. 5 

2. 6 

一
60 

+  3. 0 
2. !l 

65 
+  3. 0 2. !l 

70 
+  3. 0 

3. 2 

7δ 
+  .3. 5 

3. 5 

引0 +  4. 0 
'1.0 

土0. 04

100 
+  4. 5.  

4. 5 

115 士5. 0 5. 0 

130 士5. 0 5. 5 

150 ｾ＠ 5. 0 6. 0 士O. Oo

一一一

毒器稼委員合工業標準調査曾起 努 部 曾 銭 丸 F ギ 委 員 合

郡 藤 田 組 大 阪 支 応

大 阪 市 北 薗 堂 島 中 二 丁 目 三 八 番 地

( 電話路島l fi 8u呑708呑 )

本 語 土 ・ 東 京 都 中 央 冨 根 町 一 ノ 五

支 底・横波・仙台・名古原・大阪・庚島・小倉

紳 戸 管 業 所 ・ 紳 戸 市 生 田 菌 加 納 町 ニ ノ 一 八

姫 路 管 業 所 ・ 姫 路 市 光 源 寺 前 町 二 六



釘 に 関 す る 資 料

まえがき

と』に掲げる「釘 の 資 料」 は 合 員 111村統之氏が仕事を混じて得られた慌除と纏h の文献 :

を集鍬せ b れて出来? と貴重且童生多い雪量料中の一部である。

: 吾々ー特に技術者ーはよい費料を欲する。そしてそれ等を常に整備して慌〈必要を痛感してゐる。が) 1 ( :

買えはイ中身そう「倣えある」 揚合は少な い 。 殊 に 合 員 中 に は 職災 等に依 P参考臨書量失はれた方も多いと :

. 思ふ。之が各位君主主告の助けともならば幸びである。 て編集子〉

-ーー ーーーー・ー・・ ・・・・・・ーー・ーー ーーー. .. ーー・ーーーーー・・ーー..・ ・ーーー・ーーーー ー.................ー ー ーーー・・・一一・・・ー"“"“一・・. . . . . . ・・. . . . . .... ............. ... - . 一一“ 一一 一一・・日日日

1. 釘の寸法・. 量・ f賓格 ( 1橡ハ日okg入〉

J |寸 12 B判断r 卜/得
貫/1ω 本

ーす| 圭| 支11二士1 ｯｾｚ［ＺＲ＠
。.27.....0.3:2 t  1δ7920 I  .0. 山 6 I  U. 010 

7  日. 0 17. 8  
。

. 33' - 0. 4o I  89580 I  0. 066 I  0. 018 

0. 40- 0. 48 I  612日o I  0. 098 I  0. 027 

。. 47- 0. 56

O. o4- ( ) . 64 

O. o4- O. 自4

O. 日7- 0. 80

0. 67- 0. 加

0. 80- 0. 96 

O. 何- 1 . 12

1. 17- 1. 28 

1. 加- 1 . 必」ー 5160

1. 33- 1. 印

1. 67- 2. 00 

2. 00- 2. 40 

2500 

1800 

之績 ｅ 長釘高野ｾ . ( 坪嘗 9 匁ト且〉

自 由 慣

( 1樽= 付)

ふ500悶

板 市 Fミミ
1" Ｑ ｾＢ＠ ｬ ｾＢ＠ 2"  3"  ＳｾＢ＠ 板 ノ 枚 f t : ( 長6尺〉

( 尺〉
3分 4分 b分 6分 8分 1寸 | 手付ノ場合1基相本決又ハ;1 稽 加 率

0. 30 222本 16匁
60 !l4 129 307 433 20. 0 '  22. 2 1. 11傍

0. 35 188 14 51 79 109 260 367 17. 2 18. 8 1. 10 

O. 生。 163 12 壬4 69 95 225 318 15. 0 16. 3 1. 09 

0. 45 143 10 39 
60 83 198 279 13. 4 14. 3 1. 07 

0. 50 128 9  35 o4 75 177 2以} 12. 0 12. 8 
11 

0. 55 116 9  32 49 日8 160 226 10. 9 11. 6  
"  

O. 日O 10日 8  29 45 62 147 
ー207 10. 0 10. 6 1. 06 

0. 65 日7 7  27 41 57 
134 189 9. 3 9. 7 1. 05 

0.. 70 90 7  25 38 53 125 176 8. 6 9. 0 
11 

0. 75 126 9  34 δ3 73 174 247 8. 0 8. 4 
I f  

0. 80 117 9  42 
氏} 68 162 228 7. 5 7. 8 1. 04 

0. 85 110 8  30 47 64 152 215 7. 1 7. 4 

"  

0. 90 104 ¥8 28 44 自1 144 203 6. 7 6. .9 1: 03 
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ば叶寸! ? トザドヂ

137 

129 

58  

斑

42 

39 

-

-

-
-

-

-

-
-

一
・
・
・

-

-

一

-

-

-

2. 根太、種木叉ノ、』同線間隔ノ、1尺5す ( 45cm) トユ。

3.  ; 1 曾加率トノ、‘ 正作業面1坪= 付板巾3寸ノ時ノ、1 . 11倍。Ci . 11坪〉トナ ""'0

H  11 0. 75- 1. 0尺迄ノ、

3. 

建 物 用 途 | 貫Ｏｾ坪 震/ : 木材石

11 

建 物 用 途 貫Ｏｾ坪 貫/ 木材石

住
宅 0. 40- 0. 65 0. 20- 0. 25 事 務 所 045- 0. 65 0. 20- 0. 22 

庖
餓 0. 30- 0. 65 0. 17- 0. 26 理島 Z交 0. 60- 0. 90 

害容 宿 舎 0. 10- - 0. 自0 0. 20- 0. 23 病 院 0. 48- 0. 70 0. 20- 0. 22 

倉
庫 0. 30- 0_ 加 0. 22- 0. 25 上署長( 縁ホーム等7 0. 25- 0. 45 

ヱ 場 11 0. 20- 0. 24 板 若手 0. 06- 0. 10 0. 14- 0. 15 I  

ノi種顕= ヨル釘所要量( 延坪各・ .!J lま〕及( 木材石倉 P 貫 〉

( 註) 1 . 上家 トノ、，Jj華ホ ーム よ家. 渡廊下等 ノ仰j皇室ナキモ ノ。

Ｒ Ｎ 本表 ノ、、 緒、テ木建建築 ト ス。木材石 ＧＱｾＭ ＮＡｊ O. 20- 0.  22貫位ナ 9 0

3. 板若草川面主署管 F トエ 。

4. 

名
務 1 _ tL 1釘L貫〉 備

考 11- ｾ＠ 稿写 車 位 考

昼 下 。床
坪 0. 16 大引・根太・床板共 卒 銭 板 葺 菌 坪 0. 1' 3  極野地木共皇降板用釘共

主w . 張床く* 建〉 / f  
0. 21 

"  

丸 棒 王手

"  
0. 33 

"  

11 

"  
〈車事. *) / f  

0. 18  

"  
主 主 型 鍛 板 主 草

"  
0. 05 

野地ナ シ

"  経 木

隼 線 天 弁

"  
0. 05 

廻 様 、空宇稼 . 天 井

柿 拶. 主草

"  
0. 10 種野地本六品

主反共

守I 揚 天 弁 11 0. 07 

廻 様 、野 様 、天芽

ノレ ー 7 イ y グヨ年

"  
0. 11 押 入 共

板栄ー
H  

テ ツ ク Z 天 井 / f  0. 0i¥ / f  杉 Bi. 主年 11 0. 11 

"  

11 

ペ ー ヤ 天 弁

"  

() . 05  

"  

鎧下見板ｾ
"  

0. 08 さ!J ノミ

0. 11 

"  

ｾ若草 自主反ｾ
"  

0. 07 

胴 様 、 板 . 雨 押 水

切共

0. 18 

):i!i木 、野地 、土留

木 摺 皇 室 下 地 0. 06 木摺ノミ
〈置土〉

検 共 "  

"  
( 検克)

"  
0. 21 

"  
瓦検共

"  "  
0. 08 』同様共

厚 型 エレート下地 0. 15 

権木. 野 地 、見レ

ラ 下

r  

0. 04 

ヲエ下地板、ラ z

"  ート 釘共

3え

釘共

波 型 0. 05  

エレート 釘 ノミ

0. 06 

"  
鯛 後 共

1/ 

"  
( 雄 、野地核ナシ。〉 "  

構造言F分別ノ釘所要最( 釘ノ J単位ノ、貫ト: : < )

2 6  



d 舞 壁 下 地 問 - 0. 01 1 貫 カ 貫 崎 臨 I "  
"  

b 間

"  

0. 05 

草思若君目 板 !lR I  "  I  0. 10 笠 木 . 巾 木 尖 核 庇 延 間 0. 10 

室 内 ベ ニ ヤ 板 張

"  

0. 05 腕様、自 主 反 共
童書 除 庇

"  

0. 02 

0. 06 

1/  

戸 袋 く忽 周〉 面 ケ 一調断叶I  0. 13 "  

1/ 
1/ 

笠 木 巾 木 共

1/ テックス 3l

"  

0. 06 腕 様 、 目 板 共 "  ( 徐側用) I  "  I  0. 15 

1/ 1/ 0. 07 

1/  

窓 裕 子 0.1δ @ 5 寸

"  笠 木 . 巾 木 共

軒 10尺、 桂 35 角

延 問 0. 03  ;w. 若手( 高日尺〉 延 問 0. 07 日 分 板 使 用 |

高( 和式カペ〉

1/ ( 和 式 マ ド〉 11 0. 05  

"  

(  11 )  11 0. 11 4 分 板 使 用

1/ ( 手口式出入口〉

"  

O. ()O生 和 風 階 段 ー ケ 所

0. 19-

0.211 

1/ ( 洋 式 : t ペJ

"  

Q. 08 間柱 、 筋 遣 実
ヒ ヂ 主 卦 手 摺 間 0. 15 高1 . 7尺、出1 . 3尺

1/ ( 洋 式 マ ド) 1/ 0. 13  間柱 、理主鴨 居 共 戸 棚 菱重 尺3 0.007 

か 〈洋式出入口 ) I! 0. 08 1/ 鴨 居 共
台 所 用 9 ナ 間 0. 04 住 宅 台 所 用

軒 2 問. 革王 似} 角〉

高 ( 和 式 カ ペ

1/ υ. 03 
釜 戸

，ロ... 
脚 0. 10 住 宅 台 所 用

1/ 手口式 マ ド 1/ 0. 0日
流 治

"  

0. 10 

"  

1/ ( 和式出入 口〉 延 間 0. 05  換 主主 孔 ( 床下〉 司0. 01

"  ( 洋 式 カ ベ 〕
1/ 0. 08 "  ( 天 井 〉

0. 02.  

"  ( 洋 式 マ ド 〉

"  

0. 13  罪集
Mロ... 

脚 0. 20 ダ プ ルBed

"  c洋 式 出入口 〉

"  

0. 08 机
11 0. 05 事 童話 室 用

和 小 屋 梁 防 正問 E主坪 0. 02  
見 ノ

:::1 

主17. 坪
0. 24 -ロ... 所 月

' 一

"  "  

2 間
11 0. 03  

"  "  
3 問

"  

0. 03  

11 

"  Ｔ 問 ｉ ｾ O. 砂上
型 枠

坪 0. 15-

0. 20  
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引内

F

巴

一

坪

日|叶

( 匙) 1. ;zド表ノ、総テ釘止メトナシタル場合 ヲ示見。

2. 小屋索 、床東. 1設鴨居等 ノ切 使 ヒノモノノ、総 テ長丈 及2問モノトシテノ釘所要量トエ。

6. 釘寸法別使用百分率 ( % う

建 物 ノ 用 途 1" l ) { 1I 
1Yz"  U ( "  2"  2Yz"  3"  3Yz"  4" 1Yz "  5"  

昔T

一 一一 一一 一

伎 宅 7  12 13  1!l 27 10 12 
一

100 

一 一

底 鱗 付 住 宅 5  8  Hi  11 3  2  
。

14 fl fl 100 

一 一 一

共 同 住 宅 15  12 15  12  14 14 18 100 

ト一一一一

一 一 一
一一ーー--，-

一

倉 E事( 床板張〉 20  13  18 4  9  2  6  13  15  100  

一 一 一 一 一

"  
( 簡易ナルモノ 〉 i  37  31  3  1!l 4  5  

1以}

一 一
ー一一一ート一一一一

一一

寄 宿 会 5  自 14 16  7  8  7  6  14 11 6  100 

ト一一一一 1-一一一一一

一

拶. 若草 30  37  10 8  15  100  

一 一 一 一 一

エ 場( 床w : ｾＩ＠ 4  6  
。 7  18 12 14 20 14 100 

一 一

"  
( 床土問〉 6  9  10 10 4  3  20 22 16 1υ o  

一 一

"  ( 床、 天 井 アルモノ 〉 5  9  13  20  10 10 4  8  12  9  100 

ト一一一一

一 一 一

里島 校〈二 階〉 10 4  9  22 3  8  日 14 24  100 

一 一

"  
( 卒 霊長) 8  4  14 18 2  7  7  1!l 21 100 

一 一 一 一

現 場 事 務 所 15  70 3  4  8  100 

一 一 一

物 震 1  37 1!l 3  11 9  8  12 
一

100 
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建綬省令官事六貌

市街地建築物法( 大正八年法律第三十七盟主〕に高島き、院時防火建築規則をヨえのように制定する。

昭和二十三年十月二十七日 建 波 大 臣 金 谷 秀 次

臨 時 防 火 建 築 規
員。

〈 目 的 〉

係 ー 僚 との省令は. 市街地建築物法第十二線及v : 第十三僚の規定に主主輩、建築物の構窪、段備及び駁地について防

火上必要な事演を規定し、建築物の火災の危険を防止するととを目的とする。

ぐ閑 語〉

害 事 ニ 僚 との省令におげる用誇は、左の例による。

ー 耐火構造 E は、餓筋" ' : / ク: 9 - ト話量、畿管簸筋" ' : / タ: 9 - ト議、煉瓦遁又は石症もし〈は建綬大臣の定める耐火

性能を有する構造をいう。

ニ 防火傷建とは、下に掲げる f簿記豊叉は建E走大臣の定1める防火性能を有する構遁をいろ。

| 海 地 境 界 線 及 び 防 火 境 界 線 又 は 蹄 … 縁 日 |  隣 地 境 界 線 及 び 防 火 糊 鯨 は 道 路 … 線 日

の水平距離が三メートル未満のとき の水卒距離が三メートル以上のとき

| 銭 箱 … ル 塗 漆 喰 塗 等 の 腕 で 蹄 ニ セ Y チ I 鍛網モルタル宣監漆喰塗等の構王監

メートル以上のもの

ロ | 土 縦 又 は ζ れに類するもの |  土 塗 館 建 く 下 見 板 援 初 見 板 鵬 の も の を 除 〈 ・ 〉

I  : ル ~ シ ト 板 張 瓦 鵬 で そ の 厚 ー ・ 五 I  " < r グネシヤセメ y ト板張. 瓦張等の型車治

セ y チメートル以上のもの

: 1  木毛セメ Y ト 械 で 上 … タ ル 又 は 漆 喰 ゆ l 木毛セメ Y ト 械 で ・ 上 … タ ル 又 は 漆 喰 を 塗

1ヒもので其厚合計二・五セ y チメートル以上のもの ったもの

三 防火境界線とは、同一敷地内において木建建築物の建築面積の合計が三百平方メートんを超える揚合に. 建築面

債の合計三百卒方メートル必内毎に想定する境界線をいう。

〈 有 型 自 保 繕 〉

事事三係建築物の構痘. 鮫備及びI k 地は、常に ζ の省令の規定する防火上有効な獄態に保持しなければならない"，

〈 耐 え 構 這 〉

事与四{ 際 甲種防火地直内に建築する建築物は、その主要な墜体、床、屋緩. 桂及び階段を耐火構軍置としなげればな b

ない。但 L 、下の各競のーにE主管する建築物についてはとの限習でない。

- ｾ聖設大臣が宇むを得ない高野闘により Ｎ 、臨時に指定ずる区域内に建築するもの

ニ ＲｦＮｾ重量の附鹿建築物で建築面積五十卒方メ ｆ トル以下のもの

事事ヨ王僚 下の各貌のーに骸官官ずる建築物は、そのき裂なる墜体、床、屋根、柱及び階段を耐火型車訟としなければなら

ない。

ー 劇場、映轡館. 演芸E場， 11置物場、集令揚も L < は公舎堂でオータイト 9 ア 4 の床面積の合計五百平方メートル又

は牧谷定員七百五十人以上のもの

ニ 建築物の主たる鄭分が皐校、劇場、映密館. 演獲揚、I J ! 物主島、常鮫展覧f聖書島. 集合場、会合堂、百貨脂、市場

( 鈎賀市場を除〈。以下同じ。〉共同住宅、寄宿舎、下宿屋、技館、病院. 診療所、公衆浴揚叉はi . の用主主に供

する建築物で、階数( l l 量階を合む。以下関じ。〉が三以上あるもの

三 白書割. 車庫( 揮重量泊を使用しない自動車を格納するものを除〈。以下関じ。〉叉はその部分で. 床面積三百平方

メートル以上のもの、叉は居住の用に侠ナる床面積五十2 ! ¥: 方メ F トル以上の直上階がるるもの. もし〈はニ以上の

直上階があるもの

前 傑i旦書官事一践に該食する建築物K ついては. 前僚但容の規定K かかわらず. 前主買の規定の適用を妨げない。

( 防 災 構 造 )

告書六燦 甲車重防火地区内に建築する建築物で耐火構造としない第四傑包容各競のーに骸賞する建築物、又は乙趨防火
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地ｬｩＡｉｬもし〈は建鮫大臣が防火上必ｾと ｮｬ めて指定する区域Ｈ以下車防Ｓ＼ＮＧｩｬＱ域という。〉内 ｫ 建築する木造建築物Ｈ僻

骨木建築物を合む o 以下向じ。) 1 ' 1 、外壁及び軒裏を防火構造岸しなければならない。

乙 種 防 火 地 百 又 は 主 防 火 醐 内 に 建 築 ナ る 建 築 物 又 は そ の 部 分 点 下 の 各 鋭 の ー に 併 す る も の に つ い て は 糊 の

規定を適用しない。

一 瞬地境界線及び防久境界線又は II 路の中心線から・一階で五メートル( 準肪火直滅においては三メ F トル〉以」己

二階以上で七メートル( 単防火直主主においては五メートル〉以上の水卒距離を保有ナるもの

ニ 防火上有効な公顔. 際場、河、海等の空地又は擁壁害事の工作物の類に面するもの

第七{ 際 下の各貌のーに該古島ーする木造建築物は、防久地W i lit び単防火i ! i 域外においてもその外壁lit び軒裳を防火構造

としなければならない。

一 星島校、劇場、映衝官官Ｎ演重ｾｾ島、叡物揚Ｎ常後反覧令揚Ｎ集合揚Ｎ公 ｦ 聖堂、市場又は自動車車庫

ニ 主として百貨広. 共同住宅・寄宿舎、下宿屋、波館、病院、診療所. 公衆浴揚又は倉庫の用途に供ナる建築物で

階数がニ以上且つ床面積二百卒方メ F トル以上のもの

前{ 隊第二演の規定は、前演の建築物又はその部分についてこれ主単用ナる。

( 関 ロ 〉

第 八 僚 左の容量虎のーに該混ずる主主築物のr A : 又は出入口には. 金属板. 石綿6 ・7 グネシヤセメ y ト板又は網入ガデ

; ; < . の議員をもって構成叉は被援した扉を絞りなければ 'F.r: らない。但し、官事六僚第二察官事ニ量置に該笛ナる揚合はとの限 P

でない。

ー 第 四 保 又 は 第 五 僚 の 規 定 に よ P 耐火構造とする建築物の窓又は出入口で陣地境界線に面し、それからの水卒m : 除

がニメートル以内の位置にあるもの

ニ 前ニ僚の規定により防火持軍造とする建築物の窓文は出入口で隣地境界線及び防火境界線に菌し、ぞれからの水平

距離が一階で一メート ル以内 、ニ洛以上でニメ F トル以内の位置Eにあるもの

( 厩 線 〉

第九{ 際 下の各競のーに該官室ナる建築物の屋根で耐久締法でないものは、不燃材料で履わなげればな b ない。

一 修授、劇場、挟衛館 . 'i寅種革揚、根物場、常鮫反鷺曾場、集合湯. 公f聖堂 . 百貨鹿. 市場‘ 共同住宅. 寄宿舎. 下

宿庫、放館、病院、診療所. 公衆浴場、倉庫. 自動車車庫又は工主義

ニ 商業地域、防火地直又は単防久m域内に建築するもの

三 蒸然機側E容を使用する鍬滋の沿線で、軌道から距離百 :メートル以内に建築するもの

( 問 盤 〕

第十{ 際下の各践のーに該貸する木建建築物の主要な問屋は‘ 地. 面から屋根に塗ずるまで一体となった土塗壁の類

で機成しなければならない。

修 佼

ニ 長 屋 起 の 建 築 物 で 床 面 積 百 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の

三 百貨広、市揚. 共同住宅、苦寄宿舎、下宿屋、主主館、病院又は診療所で床面積二百平方メートノレ以上のもの

第十一線 床面積三百: z p . 方メートル以上の木建建築物の桁行十ニメ戸トんを超える小屋義又は天井裏は、問陥十ニメ戸

トノレ以内停に土塗星査の類で構成した閃墜を絞けなければな らない。

( 防 火 盛 〉

第 十 二 僚 建 築 面 積 六 百 平 方 メ F トルを超えた建築物は、下の各競のーに該嘗ナるものを除〈外h 建築面積六百平方メ

F トル以内毎K 防久墜を 該けなければならない。

建築物の主要な星主体 . 床、 屋根. 桂及び階段が耐火構這のもの

ニ 建築物の主要な壁体、床. 屋根. 天井、小屋 、桂 lil. ぴ階段が不燃材料で構成さ・れているもの

三 劇場、快音館、演蓄基揚. 観物場、常設反覧曾場、公曾堂、百貨庫、舞踏場、屋内蓬動揚又は工場等で、その用語包

よ床面積六百平方メ F トルを超える室金必要とするもの

前項の防 Jた聖査は下ρ 格者監としなければならない

一 耐 火 構 造 と す る と と

ニ 外 監lit び屋根が耐火構症でない場合は 、その表面から最短距離五十セ y チメ m トル以上突出させ、延焼を 有 効 応
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防止できる構痘とするとと

三 関 口には 防火戸を君主け、市街地建築物法施行まI l . I I IJ ( 大正九年内務省令第三十七鋭3 第一後第十七鋭の構遁( 乙慮

防火戸のノ、の持年記量を除< 0  ) とする ζ と

前夜祭- l J L t の規定にかかわ b ず、木造又は木骨建建築物の防火墜は、調書慢の漢のない塗厚の合計六セ y チメートル以

上の銭繍モルタル謹の類とすることができる。

( 煙 突 〉

第十三僚煙突を鼓げると奮は、下の規定によらな. げればならない。

ー 煙突の屋上突出爺は、最短郁において六十セ y チメートル以上とするとと

ニ 煙突の直上部に粁があると主又は煙突左上方粁先るのー水卒距高生がーメ F トル以内のときは、その軒から更に六十

セ y チメートル以上突出さ せると と

三 金 属 製 煙 突 は . 木 材 そ 6 他の燃質材料と十センチメートル以上の間隔を保有するとと

くｾ焚場〕

係十四{際 共同住宅. 寄宿舎、下宿屋、放館、病院、診療所、公衆溶場 、工場叉は食堂等の炊$ 揚及び火焚揚で 、火事草

に近接する周壁. 天弁及u : 床は不燃材料で構成又は被覆しなければな b ない。

前哀の炊事揚及び火焚揚で多盆の燃料を使用すると垂は、別に長会な荻捨場を陵げな η ればな らない。

( 直濁踏段又は非常口〉

係十五僚 事校、劇場、映寄館、演草草場 、観物場、常設展覧合場 . 築曾揚. 会合堂. 百貨応 、市揚又は第七係官事ニ畿に

掲げる建築物( 倉庫を除< 0  ) には皇室難に有効な二以上の直通階段又は非常口を絞け. 且つ建築物の各部分からその

ーまでの歩行距離が四十メ戸トル以内になるようにとれを lil 霞しなければな b ない。

前項の直湿階段の格差是については、市街地建築物法施行規則j係二十五僚及び特殊建築物規則( 昭和十一年内務省令

官再三十一波〉

第二十九係官事こさ買の規定を、非常口の橋建については. 特殊建築物規則第三僚の規定を準用す る。

〈 緩 和 〉

害事十六僚 下の各競のーに骸' I h " する建築物については、第四僚から第十二線までの規定を適用しない。

工事月下小屋の類

ニ 癒 災 者 の 腹 念 救 援 等 の 用 K 供するもので、使用期間三ヶ月以内のもの

三 仮設奥義揚等で消火、遜着陸に有効冷幅員十メー トル以上の空地を周聞に有し、且つ俊周期間一ヶ月以内のもの

四 建 設 大 臣 が 指 定 す る も の

開 則

との省令は、昭和二十三年十一月一日から施行する。

防空建築規則( 昭和十四年内務省令官事五聖堂〉は陵止する。

市街地建築物法施行規則係ーイ際第十三宮払保二十九{ 際、第三十像、第三十一僚、第三十五僚から第三十八僚まで. 第

四十一保、

害事百十九僚から害事百三十四保安で、特殊建築物規則第八僚、第十 九係 、 第 二十四僚 ・第二十五僚 第二項・第三十六僚

から号事三十八僚主で、第五十二僚及び第五十三僚の規定

は、食分の問、とれを適用しない。

特殊建築物に関する東京都令. 警視聴令. 北海道路令

及び際、際令の妨11に関する命令〈昭和二十三年総理隠

令号事ニ競〉によ P 建絞大臣の定' l b る規定と同ーの効力を

宥ナる命令の規定吃、との省令の規定に逮反するもの

は、その効力を有しない。

との 省 令 施 行 の 際 現 に 建 築工l J 中の建築物に ついて

は、との省令を適用しない。

旭 日 印

耐 火 ボ ー ド

( プラスターボード〕

天弁・間仕切・判墜其他各

鍾ノ) 建築材トシテ定評ア 9

( 耐火・耐震・施行容易〉

大阪耐火ボード株式曾祉

大 阪 市 東 波 川 区 元 今 里 北 遜 五 ノ 二 四

電信望量侮著作，7) 一一四四番
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2 時 報 時 論 Z
A 〆

万 件

ぜ一ー'〆 ，

qb 邑，

チヘ世同級、、。川点、ぜい浦、、神、、小松、持、神、｜，｜Ｂｾ匹、刊、、也、、世、、帆也、 ｹ

日2転車術曾識曾員の選事は、建築界1 " : りの

トピックではな〈日本科皐界の問圏、であっ? こ。こ

の間屈に就ては一般枇合生活tこ関連性がないと恩

われTこり、又之についての解説や終畿の不足から

一般的に見て極めて低調でゐつ? こことは宰われな

い。然しながら、.一部の皐界では特iこカコプを入

れて濯拳の下部組織まで気をつりたのもあっTこ。

われわれは、何も努力の争奪iこ奥味を持つもので

はないが、建築!f-j) ;特に低調でゐり、無関心であ

ってはならないと恩ふものである。建築工事が他

の科書善と歩調を合せて躍進するのには、設策の面

にも琵言する必要がある。科皐政策の中心が皐締

曾識でゐることを恩へば、誼嘗な人を、鑑賞な敏

を、われわれはこれに詮らなりればならない。そ

れについては十分の有播者の敏が要するであろ

う。建築界iこも、恐ら¥ 1高2 _ 3千の有権者があ

る管であるが、僅か 2千位の登録とは情ない。持

深はこの曾議の意義を十分に徹底きしてさを員の登

銭を希みにいものである。

申ｾ *  

都 市 と 住 宅 問 題 の 講 習 曾 の 開 催 。

建設省で、蓮合軍総司令部よりの助言に基き、

都市並に住宅に闘する講習曾及び展覧舎が、東京

仙台、京都、稲岡で催される。

これは E 復興に進もうとしている日本市民並に

それ等の専門技術家遣に明日への I magi nat i on を

持? こせ、彼等をE ncourage すると共に、住宅、都

市計釜に闘する近代的文化的諸問題を解明しよう

とするものであるミという。主な ・る回目を拾って

見れば、( 但し開催地により多少臭る〉

0 建築面より見Tこる都市計釜〈総司令音< < 経済科事

局講師〉
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0 都市qコ不燃化について

0 明日の日本住宅一一住宅の合理化、近代化

O より良さ都市建設への世論の醸成〈組司令部民

間情報数育局講師〕

O /J、住宅の住みよい設計

0 都市及び住宅の衛生について

O個人生活と公共生活

0 都市美の問題

。都市並に住宅面に於りる現下の諸問題

。住宅のヱ場生産について

O 多雲地帯に於りる住宅の設計

O住宅の集国及び共同化

0 北陸震災から見? こ建築技術上の諸 問 題

。段後新復興費材の研究

この舎で特に注目すべきことは、出席者にワシン

トンから主主られTこ資料の中の書物約 200点が閤鷺

iこ供§ れることと。 C 1  E 及び建設省の資料合せ

て7υ 余枚が壁画60聞の曾場 iこ掲げられることでゐ

る。その外、住宅相談所や位宅に闘する世論調査

や参考映笹も計筆されてゐる由。

近畿に於りる曾場除京者j¥、頃は 3月、中身結構

であるが、特iこ非核災地とは却何にや、$ ろ戦災

地の大眠、紳戸の方がよ b款呆的ではよかるまいか

なお、本曾より井上新二、中津誠一郎の雨氏も出

詩する管である。

*  *  
科皐研東費の要る人は、いませんか?

と呼ぴ劉りるところてが、本誌が蛮行される頃

には手返れとなる。然し、その方面の人 で々知ら

ない方々のγ めに一寸述べよう。

わが闘の経済の再建、園民生活の安定等、嘗面

する緊念問題に闘し科皐研究の成果を路用し念速

に解決を圃る目的で、科挙試験研究費を文:部省で

計上している。この研究費の審議に嘗って、要望

課題と一般課題について麗〈各方面から研究課題

の提出を求め、公的な審議機関にはかつて重点的

t二課題を選定して補助金を交付するのである。そ



れで、研究計鐙調書と研交計盤調書目鍛を添付し

て文部省科皐教育局自然科著書研究課八 2月15 日迄

に提出するのてが、前週の様に本年は間に合うま

い。昨年は締切期間後に到着しにのは協議曾の審

議にか〉らなかっTこという話亡が、今後もゐるこ

とにから希望者は毎年12月頃には本合宛に照合し

て頂き? こい。一般的でないから詳し〈は述べな

い。こんな事もあると御承知を願ってお〈。

一般課閣は研究者の立場からその研究費の性格

に遁するもので、要望課囲正は闘の立場より緊急:

解決を要望されている研究課闘であるが、 『昭和

24年度文部省科事試験研究費による要望課固目

録』から建築開係のものを暴げれば、

37、軟弱地盤誌に注入して硬化せしなべき材料の

研究Ｈ運総省、研究完了希望期日 ＲＵＮＳＮＳｾＩ

40、地盤沈下掛策の研究 C経済安定本部資源、委

員合、 25. 3. 31)

44、建築物の耐震性能検定法( 建設省、 25. 3.

31)  

( 期待する具体的研究成果、以下問じ〕現必建

築胸につき£記方法の努集

1. 静カ率的試験

2  振巾試験

3  英の他比較的現場に於て食行しゃい方法

45、地震災害地帯とそれに劃する具体的措置の

研究( 経安資源委員食、 25. 3. 31)

1. 本邦地震災害地帯の分布及ー般的研究

2  建物設計用震度の地域的分布の研究

3. rスヂカイ」等簡易に者及してしかも有数

な耐震設備の態用カ皐的経済的研究

46 焼ピル耐力診断法並に補強方法の研究( 建

設省、 24. 12. 31)

1. 焼ピル耐力診断法

2  補強の原則的方針並に具体的方法

3  災害と鎖筋コンクリート耐カ

47. 居佐藤式と住宅設計の合理化( 建設省、 25

3. 31)  

1. 住宅設計に於げる性生活要素の数量的分析

2  共同施設々計基準

8  防暑防寒設計基準

4. 住宅諸設備基準

5  敷地割設計基準

6. 生活犠式の合理化

7  コンクリートアパートの研究

48. 火災封策の研究〈経安資源、委員合、 25 3  

31)  

1. 都市不燃に闘する都市計霊的措置に闘す

る研究

2  建築物の防火工法

3. 火災統計の科率的分析

4. 防災地直に闘する計霊資料

5  木遣建物の火災延焼の防止工法

6  右研究を基礎としてその有数な具体的魔

置の研究

104. 腰着建築構土産の賞用化に闘する研究( 建設

省、 25. 1. 15.)

建築勝進用接着型車j の研究考案

接着強度は針葉材に謝して充分な程度でよい

が耐久性は永〈合7ki $ 多〈粗面の材でも接着

可能なもの

接指令成梁の工場生産方法

118. 木材防腐に闘する研究( 科事試験研究協議

合26. め

この期日にこれ丈りのものが出来るとすると、

日本の建築界も正に躍進である。 5t 帽に耐えない

セ セ

建設業法は生れるか?

新しい建築〈物〉法とか、土建業法については

制定されるとか、やめにとか、いや内容は? と噂

は随分久しい。総ては肱皮するのr: から新しい衣

も要るてろうともいえないこともない。

扱、公聴曾〈昭和24. 1，24. 於大限〉で設明され

に建設業法要綱をかい摘U ' e 、

『建設業の健全な珪達と、建設工事の遁正な施行

を圃るを目的』としてあるが、これは、建設工事

の適正な施行を園るにめに建設業の健全な蛮撞を
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希 tr 'というのが主客が明かにな b はしな.いかと恩

つ。

建設業者とは登録( 認許可でない〉して管業す

るものであるが 、登蜂には2種ある。甲は、

1 . 一定の資本金以上の法人で

2 奮エ専卒以上の技術者( 又は同等以上の皐匪

資格、責務経験者でもよい〉を何人が保有し

3 何馬力かの一定数以上の機敏を有するもので

建設者へ、乙は甲以外のもの〈僚件省¥) で

府l際へ登録する。

登捗には三予敵料が要り、 3 年毎に更新する。登録

簿や管業屈は，公開して何人でも見られる。

甲は 5 こでも管業できるが、乙の営業はその登

録しに府牒内てが後業屈を出せばさ' こでもい〉。

登録の桓否 、監督、業務の停止、指示、動台、

萱鍬の抹消等型の通りであるが、抹消、停止につ

いては建設業審議舎に掛けること 4こなっている。

請負契約については、1 . 工事見積期聞は見積に

必要な一定の期聞を奥へなりればならないとし、

2 契約の保詮として前渡金あれば保詮人を立てる

こと、し、 3. 一括下請負の禁止や、 4 下請負業者

の費更請求権は注文者にあることなさ' が参げられ

である。

建設業審議舎については、登録と共に本要綱の

眼目であろう。中央と都道府! 際とに設げられて、

前記の停止、抹消、指示、勘台、審問等に官るわ

ｾであるが 、 その外に法の運用とか請負契約の作

製とか建設業及び請負契約の改善なさ' が挙げられ

である。審議舎の委長は官公吏、皐識経験者( の

み〉より任命委渇する。

罰則は、登錦を受りないで、又は他府! 際への修

業届出をしないで他府牒で管業し7こ者、管業停止

命令に違反し? こ者対等身の外に、審議曾委員の罰

則なさ' もある。

もともと試案で公聴しようというの1 ' : から詳し

いことは止めておく。

扱公聴舎での意見であるが、無用論が有力な根

強の上に立って堂々と開陳され、一同の傾聴する

庭となっTこが、別に今これを制定すると仮定して
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集は千分Tゴらうかという考察もあっ? このである。

米園式ならば、設計業者、綜合請負業者、下請業

者、持働組合( 勢務者〉の固体一系統となるの亡

が 、こ の集は業体の( 豆えは資本の〉大小Tごりで筋

が遁らない 、寧ろ、綜合と職別との二種類の方が

明瞭ではあるまいか。乙種は20種の工事別の内の

1 で登録すれば他のざれでも請負出来るし、地域

的制限がある様であるが瞥- 業屈 1本でさを関ざこで

も後業出来るのは尻抜ｾの感がしないでもない。

人の問題であるが、謬校卒業詮書 1 ，枚丈では呆

し _，適切な工事ができるか疑わしい。現場なぎの

賓務経歴10年、少〈とも 3 年以上は貧地を'叩き込

まなければ十分でない、瞥師も司法官も摺護士も

助産婦も銭灸師も試補賓修が必須なのであるのを

克るがし、〉と忠、う。

請負契約の項では、前渡金は常識となっ? こ今日

いつでも保詮人を立てねばならない fごろうか、或

は一括下請負も元請の責任でやれば問題は起きな

いし、ぞれよりも契約譲渡務碍を禁止すべきであ

らおいづれも相手方と相談づ。〈なら話は別。建

設業の健全な程遠からいえば、業者の義務を高調

すると共に注文者の義務も誌では問題としてー隠

は取り傘げねばなるまいとも恩、はれる。

審議舎の.構成tこは嘗然全員の2分の1少〈とも 3

分の1 ( 沖立3分の 1 として〉は業者が這入らなり

れば意義も権威も薄れることは明であらう。審議

舎の任務の内には 、建設業や建設工事についての

紛宰の調停や動告は必する拳げる必要があろうと恩

う。それに、停止、担否、調停なさ' も一路現地の

地方審議合に鋪・りても、若し不服があるとき一審

限り泣き疲入りでは酷でめるから、上告や再審の

恨重さを中央で取扱う必要も :起きると思はれる。

要は納得のい〈取り計らいが民主的なのである。

公聴舎の意見は、無論上遣で索きなし、のである

が今はこの程度で一般を祭知せられ? こい。

悶に、本合々長竹腰健造氏が公癒合を司合せら

れ、業者関係は鴻池氏等16名、注文者側 3 名、撃

識経験者其の他約10名、新聞社公共圏休各省出先

等数十名出席の霊祭舎で、本合より東畑、薮中南理



事も出て意見を述べ? このである。

1:I セ

*  *  

家は建てたいが金がない! ! !

という街の叫ぴに謄、えて本合主催で住宅金庫設

置に闘して所見を聴〈曾は 1 月18 日に催されTニ。

府、市、引揚者連盟、段災復興協合、各種事業合

祉や努組代表のよ己席で中々の盛曾。中津島常務理事

の司舎で井上市建築局長、元吉府イ主宅課長その他

の意見を綜合すれば、生産復興の鍵は住宅亡、年

に少〈とも五蔦戸はさ' うしても要る、資材は多少

柴になっ? こが金がないということになる。今度の

穂建造曇のスローガンにも住宅問題解決と申需に載

っているが政見張表の言葉には出ていない。日本

橋の Ｗｫｾ まローマに ｭ￭ するという 筆 法からは、生産

の復興は住宅からとは、我田引71 ¥. ではない筈で- あ

る。植知Il J 、彦根から大阪に遁う人身も稀ではな

い。住宅を奥へよ! ! ! 努組も賃上闘零より住宅を奥

へよとのスローガンで段うべきて。闘合議員候補

者一人一人に住宅金庫法の通過の確約( 口約では

ない〉を迫ろうと話は進んt: が、結局代議士宮謹

の廃はこれを施封的に支持するよう大衆的霊力を

加へようとまとまっTこ。 wこれを通さなりれば50

高票は流れるぞ 、ト; 1- 戸マーン奇蹟の根本の 1 つは

住宅建設であっTこ』と。

なお、 1 月27 日産業各圏休の総意を結集してこ

れをパックとして本合の肝煎りで猛運動をするこ

とになっに。切に成功を市l i ' l J tこい。

〈え 1:I 

*  *  

法隆寺金堂炎上の銭外! ! !

わが園新聞紙始まって以凍の型破りの務外。し

かも貨にわれわれとして最も悲しいエユース。昭

和 24年1月初日朝。( 昭和24. 1. 30. 帝塚山荘主人〉

一 月 初 理 事 曾

一月十三日二時ー四時於見島邸分室、竹腰令長外十七名

出席

磁 穆 報 告 等 下 記 の 遁 P

穏

1. 常勤湿事中世襲誠一郎君紹介 同君就任拶挨

2， 遜常総合開催の件

3， 朝日ピル借室料値上の件

4， 職員家族死亡弔意の件

建設令官宮内に本曾分室設置の件

朝日ピル事務室の件

関西経済連合曾評議員賞還の件

耳鼻術合議合員選家の件

十二月 分合計報告

評議員合経過報告

遇 常 穂 、 曾

昭和ニ十四年ー月二十九日

大 阪 建 校 合 館 三 階 二 時 ~ 三 時

出席 竹膝舎長 . 井上割合長. 妹尾監事. 谷良蔵氏. 外

令 長20名

1. 昭和ニァ十四年度監事、評議員選事施行

別衰の遜ロ遺伝した

2， 名響正合員推考基の件. 別表のJ ] ! i 議決した

3， 昭和二十二年度決算報告. 別表承箆

4. 昭和二十三年度枚支更正吉良算の件、別表承認

5. 緒 報 告

住宅金庫設置期成同盟曾結成

著書冬系住宅委員合で徐討してゐた首題の件は一月十八日

及二月 i t 七日のニ固に豆 P 大阪建設合館で本合主催の下

に海外引場連盟・大阪戦Ｎｬ￭ｾ復興協合、重ｪｉｬ工業調係の各

位及其職組、聖子組、銀行. デパート. 新聞記者職組. 大

阪市可能組、新聞記者各位に隊を飛ばして多集を乞ひ本合

住宅委員其他関係者合合協議をなした結果、期成同盟を

結成直Bに保証主運動 に移る事になった、伶其代表者t . 運動

方法笈行等金怒、日本建築協合に一任された。
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各 委 員 曾

匂 出 版 委 員 合

大林委員長、中野副委員長其他委員一向毎月二回以上

令合、毎月護行. 内容. 紙材. * 且方. 際告募集経費等

書; bゆる商の隆路を調査研究しつつ遂行してゐる. 経

済界のｾ響が甚大で今後の愛展には多大の努力を要す

るが毎貌愛行と第三種認可の獲得に全力を事げてゐる

@ 教 育 委 員 合ー

古書冬今次? 吉選された府市敬宵Z委員各位を靭日ピル厚生

タラプに招き今後の事につを意見交換と協合委員側の

希望を遮ベた. 今後も時々曾見する激定である. 何本

委員1きでは講習、講演曾等を本司王陽春闘催激定で立案

中である。

@ 建 築 技 術 者 制 度 委 員 合

建E支芥今後の情勢に鑑み建築技術者の受格法制定問題

に掬し日本建築疹含. 日本建築士合、全国建量生業協令

1t:. ぴ本合の民合連合委員舎を段け目下i f I l 査研究中であ

るが本舎も委員舎を特設本舎としての具体策を引績書

検肘中である。

@  建 築 設 計 競 技 規 準 委 員 合

建築居住合立案に係る競技規準問題につき著書冬来本委員

令 を 絞11検討を鎖けてゐる

@ 工 事 請 負 規 程 改 正 委 員 合

昨夏来事合、士合. 業舎、協合連合で東京で屡々唱者見

遊脱迄に各自の舎で立案したものを四舎で取湿め本年

二月七日東京に於て議合合開催成案を魚〈・ 3極 定 で あ

る. 本舎内にも之が委員合をi 5 ! け数次深仮に及び調

査、研究を重ねてゐるがニ丹東京に於げる連合令には

事長中理事が者委員代表上京出席した。

⑤ 建 材 、 綜 合 、 技 術 三 部 蓮 合 合

ご十三年十一月二十六日朝日ピルABCT ' ラプ正二時一

四時

竹腰令長外三部曾員出席、青木. 重量中理事司令で進行

建材郁員の資材買え況を夫h 説明后設計者並に務負工事

1I! Uからの租h の意見開陳あり意義深者合であ った。

今後も時h 開催三者の連絡につとめる事にし術1貴重な

貧験談等君主上に紹介したい方針である。

⑦ 建 材 都 合

一月十七日正午から朝日ピル本合事書留所で開催

今次官主還の評議員問題、今年度の事業等協議. 曾食R言

散含した。

3 6  

大阪曾勢委員曾其後の活動

@ 十 一 月 十 日 三 和 動 網 十 三 ー て 場 見 謬

午後二時間枇命説室集合六祭内取締役並奥村嘱託より

概況誘拐を総量殺菓を喫した後エ揚隙 fょ〈見皐 . 銀総

が線の踊るが虫日i : 一瞬の内に銅と沿 って現はれる光官そ

などに驚され一同感たん . 失まり周エ揚食堂に案内さ

れ同批心鐙しの結構k 茶菓の接待を受けつ L 製品並に

行程其{ 也質問腹答あり四時頃特に苔等のため 5査られた

餅傍鯛を夫々土産を I貫主百聞一見にしかずなど言語びつ

つ散命した. ヌド見事につ'量管初よ P格 別 の 御t生憶に沿

った曾員奥村丈太郎氏に紙上よ U 厚〈感紛を表する次

第である。

@ 十 二 月 十 八 日 建 築 並 消 防 に つ い て 物 を 鰭 〈 曾

大林組問} 管台隣室で二時から開催

大阪市空本消防j g ( i 0 i i * 長 . 同消I l d 第二建築係長竹口信

夫氏. 市桐本第一. 稽弁第二定第襟長 . 府建築費Z稗田

指導課長. 主主怪岡技官主 U 消防と産量築につき詳細説明

あった後会合者からいろいろな質問が綴出したが時間

の都合で木村委員長から謝意を表し四時間曾 、茶菓を

喫し散曾した. 年の暮れで参加者も少かったので又の

綬曾を得て再曾したいと考べてゐる。

@ 一 月 十 七 日 仕 宅 金 庫 問 題 座 談 合

プt阪経E主命館二階 二時~四時

住宅委員f君主催の同座談合に合員有志出席夫々意見開

陳住宅金庫段震及住宅政策に つき 怒談し・1ヒ。

@ 一 月 二 十 一 日 臨 時 防 火 建 築 規 則 説 明 合

二時~五時清水建綬大阪支! 苫講堂曾する者約1:10名

木村曾勢委員長関合挨拶と講師の紹介

科国府難自存部指導課長後拶次に l宣岡技官は隙防規程を

約二時間に豆り懇切解読事事て弁上司曾長俊拶后賞式に

入1 ) .  ｦｾ Ａ 図書長長， ＧＱ 宣岡技官・蹄村府技師〈費材開整係長〉

よ ｐ 夫々群細厳雰あり薄暮解散非常にｾ曾であった。

セメント新規格講習曾

二十三年十二月十六日午前十時 v 午後四時大林組鱗堂

工業技術腿. 本命並他図体主催の下に下記の温 P開催総

務者200余名盛合であ っ た。

耳鼻曾近畿支部長坂害事雄氏関曾の辞につぎ笠弁材料規格

際長より統括的誘明、エ官事永弁彩一郎氏はセメ y ト、

雑用 セメ y ト、 石11<.;<.ラ プセメ y トに就き 終演後質疑

廠l 1' f ー且中食 休怒. 午後エ簿獄図稔氏セメント代用

土施工程雲準、コ y タ J) Y - トモル F ん試験方法に就て

四時迄. 典後質問慮答稗回大阪府指導係長は竹島長舎長

に代百閉曾の辞を迷ベ元。夫より諮問中心に関係者一

阿茶飯曾を催し散合した. 賞日曾揚其他万端御迷惑か

けた大林組関係各位に厚〈御通申上げる次第である。



現行四曾協定工事請負規程分頒

本規程は昨年来摩合. 士令、業合 、協舎の四合連合で

現耳元にI l . Dする様目下改正案を務、てゐるが. 其改正される

ものは術政ヶ月後でない主完成しないので、今般現行の

ものを奈千印刷した、希望者には一部￥ 30. 00でお頒ち

してゐる。 本合天紳橋建鮫令官官分室へ御申越あ りたい。

渡遺圭吾著

「建築工事と施工技術者」頒布

本容は中野順次郎氏によ って 概要紹介〈本誌 ｾＳ 頁参照〉

されてお P ますが. 本曾に於て本容の頒布を斡旋すると

とになったので、 希望者は朝日ピル内本合事務室迄御申

越下さ い。代慣は一部金60闘で目次内容は次の遜 P

一 編 集 後 記

日本建築協番手の使命は建築界ぞれ自体の進歩向

上を圃るとともに 、 その合誌 H建築と祉曾H の名

前1 ; ; 示すとおり建築とこれを図携するあらゆる環

境師、ち祉合との蓮絡の近平野化をはかるこ とで ある

と思う。日本の建築界は善要綱的には他の郁門 と比

して必やし も著 し〈 劣ってい fことはおもえな いり

れさ. ｾ＠ . 建築と質際に第遣する場合の技術的前門

やー産業として見? こ場合の建築業としての経後方

式れ、ぅものは他の部門よりその褒逮が或る程度

お〈れていたとおもわれるのである。これには種

# の複雑な原因があろうりれて' も次の様な ことは

言えると思う。ぞれはこれまで建築界の 内部にお

いて感稲部門と賓施部門との蓮繋が充分でなかっ

fここと及び建築主いうものに封する一般社曾の認

識が充分に深められて いなかっTこことである。 放

殿の結果 、援嘘同然の日本の闘土を異に f 来日な姿

lこ復興する? こめに建築界の果さねばならな、い 役 割

はまことに大である。そしてそれは建築人ピげの

努力でなし得ると以到底考えられないことであっ

て、 建 築 れ、うも のに劃する一般社舎の認識がが

もっともっと向上しなりればならないと思う。し

かしその認識理解を深めさせるには結局建築に直

接関係のある吾# が? ことえその聴撲は何であろう

と手をつないでその? こめに あらゆる努力 を傾: りな

りればならないと思う。私は臼木建築協舎の使命

は主主にあると信じている。そして舎誌 H建弊と荒土

曾H はその様な意味で編 輯 し? こいと考えている。

本 競 は 合 員 以 外 の 方 々 に も 執 筆 を お 願 い しfこ

1 . 建築工事現場の機構

1 . 建築施工技術者の業務

1. 建築施工技術の失敗 と成坊に釣ず る批列

1. 建築施工技術者の失敗と成功の笈伊j

1. 建築施工技術者の標準 となるペ 主性格

1. 建築施エ技術者の適性選擦 正方法

1. 建築施工技術者の育成と修養

大阪府防火建築地域菌

一部金ー二O 聞也

御希望の方は本命事務所に御申出下さい 術郵送の場合

は主主料金四囲を添へて下さい

日 本 建 築 協 舎

b; . 特に日頃大慶おいそがし 〈じておられる 東 京

大撃の藤島敬授や開珂財界の大原、詫図 柄 氏 より

玉稿を頂戴でさにことは何よりの喜びである。其

他の諸氏も併せて本協舎に封する深い御理解に厚

〈御雄申上げる次第である。 くO生〉

本年第二読としての「建築と祉食」をお迭りし

ます。合員諸賢よりの玉稿が種キ寄せられ? こ事は

編 集に嘗つての大いな喜 びです。本誌も復刊 後第

五銑迄成長「建築文化雑誌」としての綿に沿ひ、

倫張展すペ〈努力してゐますが、来1: 不充分で今

後共御指導御鞭撞をお願ひします。

「法隆寺金堂民夫J は 次 説 に 「 建 築 主 工 道 特 輯

説」を計密してゐ Tこでげに 「終戦の詔勅」 弘上の

「ショック」を受りましyこ。文化財の取扱ひにつ

いて更に々々反省せねばならぬと恩ひます。

建 築 さ 批 曾

第 3 0 輯 第 2

lj(慣1部金40固〈主主料共〉

競

( W生〉

昭和24年2月別日 印刷 ・昭和鈍年2 月25 日夜行

続集室主行人 戸 川 弘

w!  行 所 摂 白 本 建 築 協 舎

大阪市北直中ノ島3/ 3朝日ピル

f 土 佐 掘 @ 1836・3631呑

電話 i 北 滋 @1 3 3 4 - 9 呑

振 替 口 座 求 阪: 39 $1 7 5 呑

大 阪 市 東 直 北 積 三 丁 目 七

印 刷 人 井 上 聖

大 阪 市 東 区 北 積 三 丁 目 七

印 刷 所 見 島 印 刷 株 式 含 枇
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11: 指揮ilJ11 (! l 5)  1916，1978書

膨大阪北・大阪街・河泉( 甥〉家事B・縛戸
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代 表 取 締 役 赤 松 修

取 締 役 業 務 務 長 山 崎 慶 一

取締役経理昔事長 松 本 政 親

取締役飽き事昔事長 本 管 俊 三

取締役東京支腐長 太 田 勝 海

底 観 現 察 官 事 長 神 田 源 治 郎

拡大医市南宮心荷橋筋一了目一一八番屋敷〈大丸六階〉

電 話 南 ( 75) 2 3 4 7 - 2 8 4 9 番手
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本

東京支底
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